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申告は
正しく

申告書

災
害

 

減
免
法

雑
損
控
除

申告書
作成！
コーナー

確定申告

平成17年分所得税の確定申告のご案内

申告書は、自分で書いてお早めに！
　納税は、「振替納税」をお勧めします。
　所得税の確定申告の時期になりました。申告と納税は、期限内にお済ませください。
　確定申告書は、申告される方ご自身で作成していただいています。「所得税の確定申告の手引き」を参
考にして記載していただくほか、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただ
くと作成できます。また、できあがった申告書は、郵送等でも提出できます。
　なお、納税は金融機関の預貯金口座から引き落としとなる「振替納税」が大変便利です。ご利用を希
望される方は、税務署又は金融機関の窓口にお申し出ください。

所 得 税 の 申 告 と 納 税 は

2月
16日㈭

から

3月
15日㈬

まで

災害に伴う所得税の
　 軽減制度のお知らせ
　平成 17 年中に台風等の災害により被害を受け
られた納税者の皆さまには、心からお見舞い申し
上げます。
　なお、住宅・家財等に被害を受けられた方は、
所得税の軽減措置が適用され
る場合があります。
　詳しくは、税務署にお尋ね
ください。
●お問い合せ　竹田税務署
　☎ 63-3141

　竹田税務署では、2月1日㈬から「申告書記
載会場」を設置していますので、申告書類の作
成にご利用ください。なお、ご利用時間は、９
時～17時です。
　また、土・日・祝祭日は閉庁させていただき
ます。

ご注意ください！
　社会保険料控除を受ける場合には、「社
会保険料（国民健康保険料）控除証明書」
等を申告書に添付していただくか、もしく
は担当職員に提示していただきます。
　なお、給与所得者が、既に年末調整の際
に給与所得から控除を受けた場合について
は、添付又は提示の必要はありません。

自宅のパソコンで
　確定申告書が作成できます！

国税庁ホームページに
　いますぐアクセス！
　24時間いつでも
所得税の確定申告書が
作成できます！

「確定申告書作成等コーナー」
http://www.nta.go.jp

※ご不明な点がありましたら、竹田税務署（☎ 63-3141）にお問い合わせください。
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平成18年度指名競争入札参加資格
審査申請（物品等）について
竹田市では、平成18年度指名競争入札に参加を希望する業者の受付を下記のとおり行います。

 

１
、
有
効
期
間

①
県
内
業
者

　

有
効
期
間
１
年
間
（
平
成
18
年

　

４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31

　

日
の
間
）

②
県
外
業
者

　

有
効
期
間
２
年
間
（
平
成
18
年

　

４
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
31

　

日
の
間
）

 
２
、
受
付
期
間

平
成
18
年
２
月
１
日
〜

平
成
18
年
２
月
28
日

※
随
時
受
付　

平
成
18
年
３
月
１

　

日
〜
有
効
期
限
ま
で 

※
い
ず
れ
も
、
土
・
日
・
祝
日
を

　

除
き
ま
す
。

 

３
、
受
付
時
間

９
時
〜
16
時
30
分

※
正
午
か
ら
13
時
ま
で
は
除
き
ま

　

す
。

 

４
、
受
付
場
所

竹
田
市
役
所
財
政
課
管
財
係

 

５
、
申
請
書
類
の
様
式

　

申
請
書
は
財
政
課
管
財
係
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竹
田

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

６
、
提
出
書
類

①
指
名
競
争
入
札
（
見
積
）
参
加

　

資
格
申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
使
用
印
鑑
届
（
様
式
第
２
号
）

③
委
任
状
（
法
人
で
支
店
、
営
業

　

所
等
に
委
任
す
る
場
合
提
出
）

　
（
様
式
第
３
号
）

④
経
営
概
要
書
（
様
式
第
４
号
）

⑤
機
械
設
備
等
明
細
書
（
製
造
業

　

者
又
は
印
刷
業
者
は
提
出
）（
様

　

式
第
５
号
）

⑥
代
表
者
身
分
証
明
書

　

法
人
の
場
合
は
法
務
局
が
発
行

す
る
登
記
簿
謄
本
、
個
人
の
場
合

は
代
表
者
の
本
籍
地
の
市
町
村
長

が
発
行
す
る
も
の
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
提
出
日
前
３
か
月
以

内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま

す
（
写
し
で
も
可
）。

⑦
印
鑑
（
登
録
）
証
明
書

　

法
人
の
場
合
は
法
務
局
が
発

行
す
る
も
の
、
個
人
の
場
合
は
代

表
者
の
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発

行
す
る
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
提
出
日
前
３
か
月
以

内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま

す
（
写
し
で
も
可
）。

⑧
市
税
納
税(

完
納)

証
明
書

　

竹
田
市
内
に
本
店
又
は
支
店
等

を
有
す
る
場
合
は
竹
田
市
長
が
発

行
す
る
も
の
、
竹
田
市
外
に
本
店

又
は
支
店
等
を
有
す
る
場
合
は
本

店
又
は
支
店
等
の
所
在
す
る
市
町

村
長
が
発
行
す
る
も
の
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
17
年
１
月
４
日

以
降
に
受
付
書
発
行
さ
れ
た
も
の

に
限
り
ま
す
（
写
し
で
も
可
）。

⑨
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
納
税

　

証
明
書

　

所
轄
税
務
署
で
発
行
す
る
も
の

（
納
税
証
明
書
「
そ
の
３
」）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
非
課
税
業
者

も
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
18
年
１
月
４
日

以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
に
限
り

ま
す
（
写
し
で
も
可
）。

⑩
指
名
競
争
入
札
（
見
積
）
参
加

　

資
格
申
請
書
受
付
書
（
別
表
２
）

　

申
請
者
商
号
等
を
記
入
し
、
申

請
書
類
を
照
合
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

 

７
、
提
出
方
法

　

申
請
書
等
の
内
容
を
十
分
説
明

で
き
る
方
が
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ

　

ん
。

●
お
問
い
合
せ
・
提
出
先

　

竹
田
市
役
所
財
政
課
管
財
係

　

〒
８
７
８‒

８
５
５
５　

大
分

　

県
竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０

　

番
地

　

☎
63‒

１
１
１
１（
内
線
２
３
２
）

　

☎
63‒

４
８
０
２（
直
通
）

　

℻
63‒

０
９
９
５

　

竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

平成18年度競争入札参加資格審査申請（県内・県外建設業者、
建設コンサルタント等）の受付について
　竹田市公式ホームページでは、県内・県外建設業者及び建設コン
サルタント等を対象とした平成 18年度競争入札参加資格審査につい
てもご案内しています。
　詳しくは、竹田市公式ホームページをご覧ください。

竹田市公式ホームページ　http://www.city.taketa.oita.jp/
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 家きん、愛玩鳥飼養農家の皆さんへ

鳥インフルエンザの侵入を防止しましょう。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
カ
モ
、
ア
ヒ
ル
等
の
水
鳥
（
水
禽き

ん

）
が
本
来

の
宿
主
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
鳥
類
を
宿
主
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
を
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
と
呼
び
ま
す
。
日
本
で
は
、
こ
の
う
ち
ニ
ワ
ト
リ
等
の
家
き
ん
（
飼

育
し
て
い
る
鳥
）
に
感
染
を
起
こ
し
、
病
原
性
が
高
い
た
め
に
家
き
ん
の
間
で
重

大
な
被
害
を
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
Ｈ
５
亜
型
と
Ｈ
７
亜
型
の
ウ
イ
ル
ス
を
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
分
県
で
は
、
平
成
16
年
２
月
14
日
に
九
重
町
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
早
期
の
通
報
に
よ
り
感
染
の
拡
大
を
阻
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

家
き
ん
、
愛
玩
鳥
飼
養
農
家
の
皆
さ
ん
、
次
の
７
点
の
こ
と
を
注
意
し
て
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

お問い合せ

三重家畜保健衛生所
☎0974-22-0179　FAX0974-22-7762

１
、
野
鳥
を
鶏
舎
内
に
入
れ
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

防
鳥
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
す
ず

め
、
か
ら
す
類
等
の
野
鳥
の
鶏
舎

へ
の
侵
入
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
ネ
ズ
ミ
、
イ
タ
チ
、
ハ
エ
、

　

ゴ
キ
ブ
リ
を
鶏
舎
へ
入
れ
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

屋
根
、
壁
面
の
破
損
修
理
や
定

期
的
な
駆
除
に
よ
り
、
ネ
ズ
ミ
等

の
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
を
し
ま

し
ょ
う
。

３
、
池
の
水
や
井
戸
水
を
使
う
場

　

合
は
消
毒
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

野
鳥
や
野
生
動
物
と
の
接
触

が
考
え
ら
れ
る
生
水
を
、
家
き
ん

等
に
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
給
水
用
の
水
は
、
人
で
も
飲

め
る
も
の
か
、
消
毒
し
た
も
の
を

用
い
て
く
だ
さ
い
。

４
、
農
場
出
入
り
時
の
消
毒
を
徹

　

底
し
ま
し
ょ
う

　

農
場
の
出
入
り
口
に
消
毒
槽
を

設
置
し
、
車
両
、
器
具
、
従
業
員

の
衣
服
、
長
靴
及
び
身
体
等
の
消

毒
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

関
係
者
以
外
の
農
場
へ
の
出

入
り
を
厳
し
く
制
限
し
て
く
だ
さ

い
。

５
、
鶏
や
愛
玩
鳥
の
導
入
元
の
衛

　

生
状
況
（
疾
病
発
生
状
況
）
に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

外
部
か
ら
鳥
を
導
入
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
事
前
に
導
入
元
の
飼

養
、
衛
生
状
況
を
把
握
し
て
く
だ

さ
い
。

６
、
鶏
舎
間
で
感
染
が
広
が
る
の

　

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

鶏
舎
ご
と
に
飼
養
管
理
者
を
適

正
に
配
置
し
消
毒
槽
を
設
置
、
作

業
衣
、
長
靴
、
器
具
等
を
消
毒
し

て
く
だ
さ
い
。

７
、
飼
養
し
て
い
る
鶏
や
愛
玩
鳥

　

の
日
常
の
健
康
観
察
を
徹
底
し

　

ま
し
ょ
う
。
飼
っ
て
い
る
鶏
や

　

愛
玩
鳥
に
異
常
が
見
ら
れ
た
場

　

合
は
、
迅
速
に
届
け
出
て
く
だ

　

さ
い
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
症
状
の
み
で
判
断
す
る
の
が
難

し
い
病
気
で
す
。

　

常
に
本
病
を
疑
い
、
死
亡
し
た

鶏
や
愛
玩
鳥
の
多
少
に
関
わ
ら

ず
、
た
だ
ち
に
家
畜
保
健
衛
生
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い

て
は
、
ト
リ
に
対
し
て
特
に
病
原

性
が
高
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
呼

び
方
で
あ
り
、
ヒ
ト
に
対
す
る
病

原
性
か
ら
決
め
ら
れ
た
呼
び
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

鳥インフルエンザについて詳しく知りたい方は
　国立感染症研究所感染症情報センター
　　http://idsc.nih.go.jp/index-j.html
　厚生労働省
　　http://www.mhlw.go.jp/index.html
　大分県農林水産部畜産振興課
　　http://www.pref.oita.jp/15460/boueki/
　※大分県高病原性鳥インフルエンザ防疫対策について
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１
月
10
日
火
曜
日
、
竹
田
市
文

化
会
館
前
駐
車
場
で
「
平
成
18
年

竹
田
市
消
防
特
別
点
検
」
を
竹
田

市
消
防
署
員
、
竹
田
市
消
防
団
員

等
５
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る
中
、

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
人
員
服
装
点
検
並
び

に
分
列
行
進
、
一
斉
放
水
を
行
っ

た
後
、
次
頁
の
と
お
り
各
種
表
彰

者
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
消
防
本
部
・
署
は
吉
野

清
消
防
長
の
下
、
日
夜
、
災
害
や

救
急
の
発
生
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
消
防
団
は
、
旧
１
市
３

町
の
消
防
団
が
新
竹
田
市
発
足
に

伴
い
統
合
し
た
も
の
で
、
吉
野
幸

秀
団
長
以
下
、
竹
田
・
荻
・
久
住
・

直
入
方
面
隊
計
８
９
７
名
の
団
員

（
平
成
18
年
１
月
10
日
現
在
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑消防団員の人員服装点検を行う牧市長他

↑整列して進む分列行進

↑消防団ラッパ隊

↑色鮮やかな一斉放水

参考：平成17年火災・救急・救助統計（竹田市消防本部調べ）
火災件数
　竹田地域（市）16　　荻地域（町）2　　久住地域（町）6　
　直入地域（町）5
焼損棟数
　竹田地域（市）10　　荻地域（町）3　　久住地域（町）1　
　直入地域（町）3
損害額（千円）
　竹田地域（市）10,705　　荻地域（町）8,622　
　久住地域（町）2,432　　直入地域（町）3,465
出火原因（竹田市消防本部管内）
　1位　たき火（19件）　　2位　火入れ（10件）　
　3位　不明・調査中（5件）　　その他（13件）
救急出動件数
　竹田地域（市）937　　荻地域（町）87　
　久住地域（町）251　　直入地域（町）106
救助件数
　竹田地域（市）19　　荻地域（町）1　　久住地域（町）3　
　直入地域（町）2

平成18年竹田市消防特別点検 開催
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◇
表
彰
受
章
者

１
、
大
分
県
消
防
防
災
対
策
協
議
会
会
長
表
彰

⑴
優
良
消
防
団
員

【
竹
田
方
面
隊
】

第
４
分
団
▽
指
導
員
：
倉
橋
勝
一
▽
分
団

長
：
佐
藤
敬

【
直
入
方
面
隊
】

第
２
分
団
▽
第
３
部
団
員
：
津
島
一
登

【
荻
方
面
隊
】

第
２
分
団
▽
第
１
部
部
長
：
森
正
治

【
久
住
方
面
隊
】

第
２
分
団
▽
第
３
部
団
員
：
佐
藤
吉
昭

２
、
竹
田
市
長
表
彰

⑴
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
15
年
以
上
）

【
竹
田
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
１
部
班
長
：
熊
谷
英
一
、
志

賀
達
也
、
姫
野
亨
▽
第
１
部
団
員
：
佐
藤
康

宜
、
友
永
修
治　

第
２
分
団
▽
副
分
団
長
：

立
川
武
士
▽
第
２
部
部
長
：
菊
池
仁
志
▽
第

１
部
班
長
：
穴
見
貴
信
、
坂
本
大
蔵
▽
第
２

部
団
員
：
児
玉
勇
二
▽
第
３
部
団
員
：
羽
田

野
清
水　

第
３
分
団
▽
分
団
長
：
西
山
哲
彰

▽
第
１
部
部
長
：
工
藤
隆
浩
▽
第
２
部
部

長
：
後
藤
建
一
▽
第
１
部
班
長
：
菅
洋
司
▽

第
２
部
班
長
：
猪
野
公
史
、
工
藤
隆
二
、
松

田
浩
二
▽
第
１
部
団
員
：
高
橋
英
敏
、
田
北

浩
三
、三
好
勉　

第
４
分
団
▽
副
分
団
長
：

吉
良
喜
久
男
▽
第
５
部
班
長
：
田
ノ
上
寿

秀
、
堀
耕
治
▽
第
１
部
団
員
：
工
藤
豊
一
、

神
路
祇
光
幸
、
後
藤
宏
幸
▽
第
２
部
団
員
：

高
野
洋
一
▽
第
４
部
団
員
：
堀
良
冶　

第
５

分
団
▽
第
１
部
団
員
：
渡
辺
政
美
▽
第
２
部

団
員
：
河
野
克
己
、
本
田
賢
二

【
直
入
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
２
部
部
長
：
姫
野
修
次
▽

第
１
部
班
長
：
大
塚
和
彦
▽
第
２
部
班
長
：

安
達
敬
一
▽
第
３
部
班
長
：
内
田
郁
、
熊
谷

芳
浩
▽
第
４
部
班
長
：
松
尾
久
住
▽
第
１
部

団
員
：
伊
藤
精
、
古
庄
和
敏
、
森
下
賢
次
▽

第
２
部
団
員
：
甲
斐
秀
一
、
中
島
文
司
▽
第

３
部
団
員
：
岩
屋
俊
光
、
工
藤
正
蔵　

第
２

分
団
▽
第
１
部
班
長
：
首
藤
敬
蔵
▽
第
３
部

班
長
：
鍋
川
二
敏
▽
第
１
部
団
員
：
清
水
禎

冶
、首
藤
敏
郎
▽
第
２
部
団
員
：
後
藤
文
明
、

吉
野
忠
道
▽
第
３
部
団
員
：
久
々
宮
義
馬

【
荻
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
１
部
団
員
：
深
江
長
正
▽
第

２
部
団
員
：
徳
永
信
二　

第
３
分
団
▽
第
２

部
団
員
：
長
谷
裕
一

【
久
住
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
２
部
班
長
：
志
水
英
利
▽
第

４
部
団
員
：
佐
藤
啓　

第
２
分
団
▽
第
１
部

班
長
：
佐
久
間
修
▽
第
２
部
班
長
：
後
藤
陽

一
▽
第
３
部
班
長
：
森
高
教
勝
▽
第
３
部
団

員
：
吉
野
太　

第
３
分
団
▽
第
１
部
班
長
：

志
賀
邦
浩
▽
第
１
部
団
員
：
浅
倉
徹
▽
第
３

部
団
員
：
坂
口
博
昭
、
滝
本
真
二

⑵
永
年
勤
続
退
団
者

　
　
　
　
　
　
（
勤
続
10
年
以
上
15
年
未
満
）

【
旧
竹
田
市
消
防
団
】

南
部
分
団
▽
第
２
部
団
員
：
高
山
久
幸　

東

部
分
団
▽
第
１
部
団
員
：
平
野
好
兼　

西
部

分
団
▽
第
３
部
部
長
：
後
藤
隆
信
▽
第
１
部

団
員
：
甲
斐
比
呂
志
▽
第
３
部
団
員
：
佐
藤

淳
一
郎

【
直
入
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
４
部
団
員
：
深
田
力
也

⑶
消
防
協
力
者

　
　
　
　
　
（
防
火
水
槽
用
地
無
償
提
供
者
）

竹
田
市
▽
坂
梨
壽
男
（
倉
木
上
）
▽
吉
岡
清

治
（
上
鹿
口
）

久
住
町
▽
工
藤
正
（
湯
の
上
）
▽
冨
永
輝
司

（
丸
山
）▽
髙
城
義
照（
加
良
登
）▽
戸
坂
勝（
仲

村
）▽
賀
籠
六
尚
樹（
仲
村
）▽
加
藤
暢
士（
田

向
町
）
▽
松
川
博
憲
（
荻
の
迫
）
▽
荻
ノ
迫

自
治
会

３
、
竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

⑴
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

【
竹
田
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
１
部
団
員
：
安
東
謙
彰　

第
２
分
団
▽
第
３
部
班
長
：
山
口
誠
▽
第

１
部
団
員
：
甲
高
幸
一
▽
第
３
部
団
員
：

佐
藤
昇
一
郎　

第
３
分
団
▽
第
３
部
班
長
：

井
哲
博
▽
第
１
部
団
員
：
古
澤
邦
利
▽
第

２
部
団
員
：
高
橋
章
次　

第
４
分
団
▽
第

２
部
部
長
：
高
野
光
恵
▽
第
２
部
班
長
：
吉

良
一
幸
、
佐
藤
勝
蔵　

第
５
分
団
▽
第
１
部

班
長
：
後
藤
君
明
、
藤
本
幹
二
▽
第
１
部
団

員
：
森
賢
一
郎
▽
第
２
部
団
員
：
森
英
次

【
直
入
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
１
部
班
長
：
工
藤
陽
一
郎
▽

第
３
部
班
長
：
工
藤
賢
稔
▽
第
１
部
団
員
：

大
久
保
秀
和
、
甲
斐
寿
、
御
沓
章
成
、
松
尾

孝
博
▽
第
２
部
団
員
：
工
藤
芳
浩
、羽
田
剛
、

峯
野
憲
司
▽
第
３
部
団
員
：
工
藤
栄
蔵
、
清

水
純
一
、
秦
紀
夫
▽
第
４
部
団
員
：
大
久

保
正
光
、
後
藤
好
文　

第
２
分
団
▽
第
１
部

班
長
：
井
上
一
美
▽
第
２
部
団
員
：
佐
藤
克

徳
、
吉
野
太
▽
第
３
部
団
員
：
小
野
光
洋
、

吉
野
忠
利
▽
第
４
部
団
員
：
大
塚
浩
二

【
荻
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
２
部
団
員
：
渡
辺
幸
広　

第

２
分
団
▽
第
２
部
団
員
：
熊
谷
芳
嘉
▽
第
３

部
団
員
：
後
藤
恵
至
、
佐
藤
勝
己　

第
３
分

団
▽
第
２
部
団
員
：
戸
井
田
勝

【
久
住
方
面
隊
】

第
１
分
団
▽
第
３
部
部
長
：
内
藤
哲
二
▽
第

１
部
班
長
：
金
丸
浩
二
▽
第
４
部
班
長
：
佐

藤
一
喜
▽
第
５
部
団
員
：
高
城
猛　

第
２
分

団
▽
第
１
部
団
員
：
大
窪
政
二　

第
３
分
団

▽
副
分
団
長
：
川
越
俊
一
▽
第
１
部
部
長
：

浅
倉
博
文
▽
第
２
部
団
員
：
吉
野
謙
吾

◇
既
受
章
者
披
露

１
．
叙
勲

⑴
瑞
宝
単
光
章

【
元
直
入
町
消
防
団
】

▽
団
長
：
首
藤
源
平

【
元
竹
田
市
消
防
団
】

▽
分
団
長
：
後
藤
晋

２
．
消
防
庁
長
官
表
彰

⑴
永
年
勤
続
功
労
章

【
旧
久
住
町
消
防
団
】

▽
団
長
：
足
達
寛
康

【
旧
荻
町
消
防
団
】

▽
団
長
：
向
井
雄
二
郎

【
旧
竹
田
市
消
防
団
】

▽
副
団
長
：
河
野
哲

３
、
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

⑴
精
績
章

【
消
防
本
部
】

▽
消
防
司
令
：
山
室
善
則
・
佐
々
木
英
二

【
旧
荻
町
消
防
団
】

▽
分
団
長
：
後
藤
紀
美
昭

⑵
勤
続
章

【
旧
荻
町
消
防
団
】

▽
分
団
長
：
後
藤
紀
美
昭

４
、
大
分
県
知
事
表
彰

⑴
永
年
勤
続
功
労
者

【
消
防
本
部
】

▽
消
防
司
令
：
後
藤
和
博

【
竹
田
市
消
防
団
】

▽
指
導
員
：
石
藤
繁
樹
▽
団
員
：
近
藤
寿
民

５
、
大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

⑴
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
35
年
以
上
）

【
消
防
本
部
】

▽
消
防
司
令
：
田
原
俊
武
▽
消
防
司
令
補
：
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 その時、どうしますか？
インターネットを利用した災害用伝言板サービスについて
　携帯電話各社（NTT ドコモグループ、KDDI、ボーダフォン）では、災害時の安否確認に利用で
きるよう災害用伝言板サービスを提供しています。
　携帯電話からご自分の安否登録が可能で、インターネットを通じてあなたの家族や親類、知人が
携帯電話やパソコンからあなたの情報を確認することができるサービスです。
※震度 6弱以上の地震等、大きな災害が発生した場合、i モード、Ezweb、ボーダフォンライブ！
　のトップ画面に災害用伝言板が開設されます。また、より多くの方が利用できるよう各社の災害
　用伝言板サービスは相互に接続されています。
　災害用伝言板は、1月を除く毎月 1日と、国の「防災週間」及び「防災とボランティア週間」に
体験できます。

災害用伝言板への安否情報登録及び確認方法（各社共通）
伝言を登録する
　1. 災害用伝言板  →  2. 登録  →  3. メッセージを選択  →   4. 伝言板登録完了

伝言を確認する
　1. 災害用伝言板  →  2. 確認  →  3. 伝言板検索  →   4. 結果表示   →  5. 伝言表示

※メッセージは最大 72時間保存されます。
※画面の体裁は、各社及び機種によって異なります。
●お問い合せ　㈳電気通信事業者協会　http://www.tca.or.jp/

阿
南
文
男

⑵
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
30
年
以
上
）

【
消
防
本
部
】

▽
消
防
司
令
補
：
麻
生
章
治
、大
久
保
光
紀
、

木
田
寛
、
下
城
広
士
、
首
藤
法
文
、
那
須
充

【
直
入
方
面
隊
】

▽
副
団
長
：
馬
場
一
己
▽
団
員
：
近
藤
寿

民
、
佐
藤
市
蔵
、
永
富
幸
三

【
荻
方
面
隊
】

▽
副
団
長
：
向
井
雄
二
郎

【
久
住
方
面
隊
】

▽
副
団
長
：
内
田
健
一
郎
▽
分
団
長
：
古
庄

俊
泰
▽
団
員
：
渡
邊
英
治

⑶
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
25
年
以
上
）

【
消
防
本
部
】

▽
消
防
士
長
：
倉
原
晃
三
、
佐
藤
道
章
、
西

宏
一
郎
、
飯
田
精
華

【
竹
田
方
面
隊
】

▽
指
導
員
：
井
野
賢
治

【
直
入
方
面
隊
】

▽
副
分
団
長
：
佐
藤
孝
誠
▽
団
員
：
工
藤
貴

良【荻
方
面
隊
】

▽
指
導
員
：
本
田
隆
憲

【
久
住
方
面
隊
】

▽
部
長
：
首
藤
康
幸
▽
班
長
：
岩
下
聡
志
▽

団
員
：
井
和
彦
、
井
上
宏
和
、
志
賀
清
隆
、

志
賀
正
世
、
渕
峰
憲

⑷
永
年
勤
続
功
労
者
（
勤
続
20
年
以
上
）

【
竹
田
方
面
隊
】

▽
分
団
長
：
臼
井
哲
郎
、
後
藤
長
幸
▽
部

長
：
阿
南
孝
、伊
東
浩
、今
澤
盛
治
▽
団
員
：

大
塚
俊
裕
、
河
野
和
則
、
菊
池
博
文
、
後
藤

潤
治
、
佐
藤
忠
幸
、
宮
本
浩
二

【
直
入
方
面
隊
】

▽
部
長
：
工
藤
万
喜
▽
班
長
：
衛
藤
洋
一
▽

団
員
：
甲
斐
昭
夫
、
西
尾
友
衛
、
平
本
祐
二
、

森
田
隆
二

【
荻
方
面
隊
】

▽
指
導
員
：
瀬
井
勇
生
▽
副
分
団
長
：
野

村
吉
広
▽
部
長
：
安
南
登
、
佐
藤
芳
和
▽
班

長
：
吉
良
哲
二
、
後
藤
一
郎
、
後
藤
敬
三
、

後
藤
善
徳
、
斎
藤
龍
男
、
西
村
幸
雄
、
渡
辺

良
夫
▽
団
員
：
佐
藤
正
見
、
堀
紳
二
郎

【
久
住
方
面
隊
】

▽
部
長
：
田
邊
浩
司
▽
班
長
：
佐
藤
錦
也
、

和
田
徹
▽
団
員
：
今
永
誠
一
、
工
藤
一
雄
、

佐
藤
栄
次

⑸
指
導
員
表
彰　

【
直
入
方
面
隊
】

▽
指
導
員
：
佐
藤
和
徳

⑹
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年
以
上
）

【
旧
竹
田
市
消
防
団
】

▽
分
団
長
：
戸
田
智
之
、
藤
岡
憲
司
▽
部

長
：
阿
南
正
治
、
末
廣
富
士
夫
、
渡
邉
憲
一

▽
班
長
：
阿
南
弘
幸
、
後
藤
成
明
、
後
藤
周

文
、
野
仲
一
喜
▽
団
員
：
甲
斐
正
美
、
後
藤

昭
次
、
後
藤
照
夫
、
佐
藤
辰
徳
、
森
下
博

【
旧
直
入
町
消
防
団
】

▽
団
長
：
甲
斐
冬
松
▽
分
団
長
：
大
久
保
教

義
、
工
藤
利
徳
、
熊
谷
憲
師
、
熊
田
幸
登
、

佐
藤
敬
治
、首
藤
文
彦
、田
仲
修
二
▽
部
長
：

山
井
信
二

【
旧
荻
町
消
防
団
】

▽
副
団
長
：
佐
藤
憲
男
▽
指
導
員
：
後
藤
紀

美
昭
、
山
村
徹
▽
副
分
団
長
：
阿
南
公
徳
、

後
藤
茂
、
白
石
秀
一
、
吉
野
正
臣

【
旧
久
住
町
消
防
団
】

▽
団
長
：
足
達
寛
康
▽
副
団
長
：
志
賀
力
男

▽
分
団
長
：
衛
藤
正
男
、
志
賀
博
▽
副
分
団

長
：
後
藤
光
博
、
森
一
憲
▽
班
長
：
吉
野
正

輝
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つれづれ
　   えっせい

⑤

　

明
治
33（
１
９
０
０
）
年
７
月

７
日
、
竹
田
の
城
下
町
で
盛
大

な
電
灯
点
灯
式
が
あ
り
、
３
万

人
を
越
え
る
人
々
が
電
灯
見
物

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
に
、
大
分
県
で
初
の
、

九
州
で
は
「
熊
本
水
電
」
に
次

い
で
２
番
目
の
水
力
発
電
所
が

建
設
さ
れ
た
の
で
す
。

 

生
み
の
悩
み

　

今
も
城
下
町
を
流
れ
る
防

火
水
道
を
造
っ
た
黒
野
猪
吉
郎

は
、
京
都
に
水
力
発
電
所
が
で

き
た
こ
と
を
聞
き
、
黒
川
文
哲

と
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

防
火
水
道
の
水
を
稲
葉
川
に

落
と
す
の
に
10 

㍍
の
落
差
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
竹
田
で
も
水
力

発
電
所
が
作
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
た
二
人
は
、
同
志
を
募

っ
て
町
の
人
々
に
電
灯
の
便
利

さ
を
説
き
発
電
所
設
立
を
訴
え

ま
し
た
が
「
黒
川
た
ち
は
夢
を

水力発電所をつくった黒野猪吉郎と城下町
見
て
い
る
」
と
な
か
な
か
納
得

し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

気
運
高
ま
り

　

 

電
力
会
社
設
立
へ

　

猪
吉
郎
は
琵
琶
湖
の
水
を
取

り
寄
せ
、
同
志
の
三
宮
松
義
ら

と
「
竹
田
の
水
と
ど
こ
が
違
う

の
か
」、「
ど
ち
ら
も
同
じ
水
、

電
気
が
で
き
ぬ
は
ず
が
な
い
」

と
熱
心
に
訴
え
か
け
、「
竹
田

水
電
株
式
会
社
」
を
起
こ
し
、

水
力
発
電
所
を
造
っ
た
の
で

す
。

　

猪
吉
郎
と
竹
田
の
人
々
の
偉

業
を
讃
え
、
竹
田
市
立
歴
史
資

料
館
に
は
発
電
機
の
一
部
や
表

札
等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
仲
村
睦
雄
）

↑黒野猪吉郎

　

真
っ
赤
に
燃
え
上
が
る
初
日

の
太
陽
を
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
里
で
た
く
さ

ん
の
お
客
様
と
迎
え
、２
０
０
６

年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
私
た
ち
。

幸
運
な
こ
と
に
こ
の
「
初
日
の

出
ラ
イ
ブ
」
は
、
里
の
建
設
以

来
６
年
連
続
で
美
し
い
陽
の
光

に
照
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
月
８
日
、
私
た
ち

10
名
の
メ
ン
バ
ー
は
、
今
年
の

ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
の
ス
タ
ー
ト

地
で
あ
る
ド
イ
ツ
は
ハ
ン
ブ
ル

ク
へ
と
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
国
と
言

わ
れ
る
こ
の
国
は
、
３
大
作
曲

家
で
あ
る
バ
ッ
ハ
や
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
数
々

の
曲
を
生
み
出
し
た
国
で
す
。

レ
ン
ガ
作
り
の
建
築
物
が
立

ち
並
ぶ
町
並
み
を
眺
め
な
が
ら

「
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
」
を
聴
く

と
普
段
と
は
違
う
感
慨
を
感
じ

ま
す
。
音
楽
に
慣
れ
親
し
ん
で

い
る
こ
の
国
の
人
々
の
心
に
私

た
ち
の
音
を
響
か
せ
た
い
、
そ

し
て
こ
の
地
で
新
し
い
曲
を
生

み
出
し
皆
様
の
元
へ
持
っ
て
帰

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
の
３

か
月
間
の
後
、
夏
か
ら
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
や
ミ
ラ
ノ
へ
と
出
か

け
ま
す
。
今
年
も
行
く
先
々
の

出
来
事
を
こ
の
紙
面
を
通
し
て

お
届
け
し
ま
す
の
で
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
西
亜
里
沙
）

「TAOの里で新年を迎え、ここから世界への旅が始まる」

第 5回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

　
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
と
は
、
出
身
地

か
ら
地
域
外
へ
進
学
や
就
職
し
て

都
会
に
出
た
後
、
出
身
地
に
戻
る

こ
と
を
言
い
ま
す
（
例
：
竹
田
市

出
身
の
人
が
竹
田
市
に
転
居
す

る
）。

　
「
Ｊ
タ
ー
ン
」
と
は
、
出
身
地

か
ら
地
域
外
へ
進
学
や
就
職
し

て
都
会
に
出
た
後
、
出
身
地
の
近

隣
地
域
に
戻
る
こ
と
を
言
い
ま
す

（
例
：
豊
後
大
野
市
出
身
の
人
が

竹
田
市
に
転
居
す
る
）。

　
「
Ｉ
タ
ー
ン
」
と
は
、
出
身
地

に
か
か
わ
ら
ず
、
住
み
た
い
地
域

を
選
択
し
移
り
住
む
こ
と
を
言
い

ま
す
（
例
：
東
京
都
出
身
の
人
が

竹
田
市
に
転
居
す
る
）。

　

昨
今
、
特
に
退
職
を
控
え
た
団

塊
世
代
の
移
住
を
勧
め
る
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
施
策
が
各
地
で
行
わ
れ
、

竹
田
市
で
も
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

等
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑当時の竹田水電水力発電所（現九州電力変電所）
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まちづくりを大学と

↑パソコンに話しかけるんだ。

　

12
月
16
日
、
竹
田
市
役
所
本
庁

に
お
い
て
竹
田
市
（
牧
剛
尓
市
長
）

は
国
立
大
学
法
人
大
分
大
学
（
羽

野
忠
学
長
）
と
「
相
互
協
力
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
相
互
協
力
協
定
は
、
地
域

貢
献
・
産
学
官
連
携
に
努
め
て
い

る
大
学
法
人
と
地
方
自
治
体
が
、

複
数
の
分
野
に
ま
た
が
り
中
・
長

期
的
に
協
力
を
行
う
も
の
で
、
竹

田
市
で
は
８
項
目
の
協
力
事
項
を

設
定
し
、
今
後
具
体
化
に
向
け
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
協

議
を
行
う
予
定
で
す
。

竹田市・大分大学相互協力協定締結

 

初
め
て
の
テ
レ
ビ
会
議

　

久
住
小
学
校
３
年
生
13
人
が
、

12
月
14
日
、
社
会
科
の
授
業
の
一

環
で
、
学
校
と
市
立
図
書
館
、
県

立
図
書
館
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

結
ん
だ
テ
レ
ビ
会
議
を
体
験
し
ま

し
た
。
こ
の
会
議
は
、
県
教
育
セ

ン
タ
ー
が
県
内
初
の
試
み
と
し
て

企
画
し
た
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち

は
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
映
る
図
書

館
職
員
と
交
代
で
話
を
し
ま
し
た
。

↑図書館のお姉さんもお話し。

1年の計の走り初め

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
の
主
催

で
、
第
29
回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
、
１
月
１
日
10
時
か
ら
竹

田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
は
小
学
生
か
ら
と
幅
広
い
年

齢
層
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
「
今

年
の
タ
イ
ム
は
い
か
に
？
」
と
駆

け
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

川合尚武旗竹田職域駅伝　A部優勝は菅生走友会
　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
が
、
第

28
回
川
合
尚
武
旗
竹
田
職
域
ク
ラ

ブ
駅
伝
競
走
大
会
を
１
月
21
日
に

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
開
催
し
ま
し
た
（
全
28
チ
ー

ム
参
加
）。

【
Ａ
部
】
１
位
：
菅
生
走
友
（
42
分

　

51
秒
）
２
位
：
直
入
教
組
（
44

　

分
36
秒
）
３
位
：
竹
田
市
消
防

　

署
（
46
分
２
秒
）

【
Ｂ
部
】
１
位
：
竹
田
南
（
43
分
43

　

秒
）
２
位
：
竹
田
市
役
所
（
45
分

　

14
秒
）
３
位
：
朝
地
ア
ス
リ
ー

　

ト
ク
ラ
ブ
（
46
分
17
秒
）

【
中
学
生
の
部
】
１
位
：
竹
田
南
部

　

中
学
校
Ａ（
39
分
35
秒
）
２
位
：

　

久
住
中
学
校
Ａ
（
39
分
55
秒
）

　

３
位
：
竹
田
中
学
校
Ｂ　
（
41
分

　

３
秒
）

↑ A部優勝菅生走友会チーム
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まちの話題

旧柏原小の思い出を開封
　

昭
和
50
年
、
新
生
荻
小
学
校
の

開
校
に
伴
い
閉
校
し
た
旧
柏
原
小

学
校
で
、
当
時
、
在
校
生
１
１
４

人
と
教
員
９
人
、
ま
た
地
域
の

人
々
が
校
庭
の
一
角
に
建
て
た
記

念
碑
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め

ま
し
た
。

　

こ
の
カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
典

が
、
１
月
２
日
、
柏
原
公
民
館
に

お
い
て
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
関
係

者
の
皆
さ
ん
は
懐
か
し
い
品
々
を

手
に
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｏ

ふ
る
さ
と

　
凱
旋
公
演

　
　

盛
大
に

　

久
住
高
原
に
居
を
構
え
、
欧
州

等
世
界
各
国
で
活
動
す
る
Ｔ
Ａ
Ｏ

が
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
く
じ
ゅ
う
後
援
会
の

主
催
で
、
12
月
27
日
、
竹
田
市
文

化
会
館
に
お
い
て
「
Ｔ
Ａ
Ｏ
ふ
る

さ
と
凱
旋
公
演
２
０
０
５
フ
ァ
イ

ナ
ル
」
を
催
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
席
が
観
客
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
は
１

時
間
を
超
え
る
公
演
の
中
で
、
世

界
を
回
っ
て
作
り
上
げ
た
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。

↑熱気あふれる舞台が観客を引き込みます。

↑大小様々な太鼓が出現！

みんなでもちつき！

　

竹
田
市
立
直
入
幼
稚
園
は
、
12

月
23
日
に
園
児
と
そ
の
家
族
を
招

い
て
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

も
ち
米
は
園
児
た
ち
が
田
植
え

と
稲
刈
り
を
体
験
し
て
収
穫
し
た

も
の
で
、
祖
父
母
に
教
わ
り
な
が

ら
、
し
ょ
う
ゆ
も
ち
、
き
な
粉
も

ち
、
酢
も
ち
等
お
好
み
の
お
も
ち

を
作
っ
て
、
腹
一
杯
食
べ
ま
し
た
。

がんばれ、建志郎くん

　

南
部
小
５
年
の
後
藤
建
志
郎

く
ん
が
、
三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
か

ら
第
８
回
全
国
選
抜
小
学
生
駅
伝

大
会
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
〔
３

月
27
日
：
大
阪
府
吹
田
市
〕）
と

第
９
回
全
九
州
小
学
生
駅
伝
大

会
（
２
月
５
日
：
福
岡
県
小
郡
市
）

に
出
場
し
ま
す
。
上
位
入
賞
を
期

待
し
ま
す
。

九大と新製品開発

　

九
重
野
地
区
の
農
産
物
加
工
所

「
み
ら
い
香
房
若
葉
」
が
、
九
州

大
学
や
竹
田
研
究
所
等
と
協
力
し

て
、
地
元
の
青
大
豆
を
使
っ
た
豆

腐
、
豆
乳
と
、
古
代
米
と
エ
ノ
ハ

を
使
っ
た
「
エ
ノ
ハ
ず
し
」
を
開

発
し
ま
し
た
。
地
元
の
製
品
で
儲

か
る
こ
と
で
、
後
継
者
が
地
域
に

根
付
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

山
岳
競
技
、
竹
田
へ

　

広
報
た
け
た
平
成
17
年
８
月
号

に
お
い
て
、
２
０
０
８
（
平
成

20
）
年
に
開
催
さ
れ
る
第
63
回
国

民
体
育
大
会
の
中
で
、
竹
田
市
で

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
成
年
男
子
・

成
年
女
子
・
少
年
女
子
）
及
び
ラ

グ
ビ
ー
（
成
年
男
子
）
が
行
わ
れ

る
と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
度
、
山
岳
競
技
も
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

山
岳
競
技
と
し
て
山
道
を
歩
く

縦
走
は
第
63
回
か
ら
廃
止
さ
れ
、

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
と
い
っ
た
少
な
い
ス
ペ
ー

ス
で
よ
り
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
会
場
及
び
設
備
が
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
る
竹
田
高
校
に
は

１
月
、
日
本
山
岳
協
会
会
長
と
同

協
会
国
体
委
員
長
が
視
察
に
訪
れ

ま
し
た
。

→
山
岳
（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
に
挑
戦
す
る

　

大
分
国
体
マ
ス
コ
ッ
ト
の
め
じ
ろ
ん
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

竹
田
市
で
は
、
乳
幼
児
の
疾
病

の
早
期
発
見
と
治
療
を
促
進
し
、

保
健
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
３
歳
以
上
の
未
就
学
児

に
対
す
る
通
院
・
調
剤
に
か
か
る

医
療
費
も
助
成
枠
を
拡
大
し
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

助
成
の
対
象

　

竹
田
市
内
に
住
所
を
有
し
、
い

ず
れ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
乳
幼
児
で
、
未
就
学
児
（
出

生
か
ら
満
６
歳
に
な
っ
た
最
初
の

３
月
末
日
ま
で
）
の
入
院
・
通
院
・

調
剤
・
入
院
時
食
事
療
養
費
の
自

己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
窓
口
で
健
康
保
険
証

と
あ
わ
せ
て
乳
幼
児
医
療
受
給
資

格
者
証
を
提
示
す
る
と
、
助
成
対

象
分
は
窓
口
で
負
担
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
満
３
歳
か
ら
就
学
前

ま
で
の
通
院
・
調
剤
に
つ
い
て
は
、

い
っ
た
ん
医
療
機
関
窓
口
で
医
療

費
を
支
払
い
、
後
で
還
付
の
手
続

き
を
す
る
償
還
払
い
方
式
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
荻
・
久
住
・
直
入

地
域
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
４

月
１
日
以
降
の
診
療
分
か
ら
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

助
成
の
対
象
外

　

乳
幼
児
健
診
、
交
通
事
故
等
の

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
や
、

診
断
書
等
の
文
書
作
成
料
や
保
険

適
用
外
の
患
者
負
担
金
は
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

 

申
請
・
届
出
が
必
要
な
場
合

　

次
の
場
合
は
、
健
康
増
進
課

ま
た
は
、
各
総
合
支
所
保
健
福
祉

課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
出
生
・
転
入
で
乳
幼
児
が
竹
田

　

市
内
に
住
所
を
有
し
た
時
。

●
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変

　

わ
っ
た
時
、
住
所
や
氏
名
が
変

　

わ
っ
た
時
。

●
乳
幼
児
が
竹
田
市
か
ら
転
出
す

　

る
時
（
受
給
資
格
者
証
を
必
ず

　

お
返
し
く
だ
さ
い
）。

●
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な

　

っ
た
時
。

●
償
還
払
い
の
た
め
の
口
座
を
変

　

更
し
た
時
。

 

医
療
機
関
窓
口
で
医
療
費
を
支  

　
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

　

次
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
医
療

機
関
窓
口
で
支
払
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
受
給
資
格
者
証
を
提
示
し
な
か

　

っ
た
場
合
。

●
県
外
医
療
機
関
等
で
受
診
し
た

　

場
合
。

●
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復
（
整
骨

　

院
）、
補
装
具
の
作
成
。

●
満
３
歳
か
ら
未
就
学
児
の
通
院
・

　

調
剤
費
。

　

医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

診
療
月
の
翌
月
か
ら
11
か
月
以
内

に
健
康
増
進
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
保
健
福
祉
課
窓
口
で
還
付
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

他
の
公
費
負
担
医
療
と
の
関
係

　

未
熟
児
養
育
医
療
、
育
成
医
療
、

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
、
身
体

障
害
者
及
び
母
子
家
庭
医
療
費
助

成
に
該
当
す
る
場
合
は
そ
れ
ら
の

制
度
が
優
先
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

助
成
金
の
返
還

　

医
療
費
の
過
払
い
が
生
じ
た
場

合
は
、
個
別
に
連
絡
を
行
い
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。

　

制
度
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
健
康
増
進

課
・
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

健
康
づ
く
り
推
進
大
会
を

 

開
催
し
ま
す

　

旧
竹
田
市
、
旧
直
入
郡
荻
町
、

久
住
町
、
直
入
町
で
は
、
地
域
の

特
色
を
活
か
し
、
住
民
と
と
も
に

健
康
の
保
持
増
進
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
を
理
解
し
、
新
市
一
丸
と
な
っ

て
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
「
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
25
日
㈯

　
　
　

13
時
〜
16
時
10
分

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
認
知
症
は
防
げ
る
・

　

治
せ
る
」、

　

健
康
づ
く
り
組
織
の
活
動
発
表
・

　

展
示
、

　

健
康
づ
く
り
標
語
の
表
彰
等

　

詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
（
☎  

63‒

４
８
１
０
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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人
間
の
顔
は
他
人
に
見
て
も

ら
う
た
め
だ
け
に
存
在
し
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
に
あ
る
の
で
す
。

表
情
を
見
た
だ
け
で
そ
の
人
が

怒
っ
て
い
る
の
か
喜
ん
で
い
る

の
か
が
分
か
り
ま
す
の
で
、
ニ

コ
ニ
コ
と
微
笑
ん
で
い
る
人
の

周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
あ
た
り
を
「
笑
う
か
ど
に

は
福
来
る
」
と
言
う
の
で
し
ょ

う
か
。

　

人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
は
超
未
熟

児
で
す
。歩
く
こ
と
は
お
ろ
か
、

猿
の
よ
う
に
母
親
に
し
が
み
つ

い
て
移
動
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。親
に
見
捨
て
ら
れ
る
と
、

ま
ず
生
き
て
い
け
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
こ
で
、
他
の
動
物
の
よ

う
に
泣
い
て
訴
え
る
だ
け
で
な

く
、
天
使
の
微
笑
を
親
に
見
せ

て
、「
か
わ
い
い
」
と
思
わ
せ

保
護
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笑
う
こ
と
は
健
康
に

も
良
い
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
20

年
く
ら
い
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
笑
う
こ
と

で
外
か
ら
侵
入
し
て
く
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を

撃
退
し
て
く
れ
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
の

活
性
が
上
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

免
疫
力
が
ア
ッ
プ
し
た
状
態
に

な
る
そ
う
で
す
。
そ
う
な
る
と

い
ろ
ん
な
病
気
を
克
服
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
反
対
に
過

大
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、
暗

い
気
分
で
過
ご
し
て
い
る
と
免

疫
力
は
低
下
し
、
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
も

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
、
笑
っ
て
い
た
ほ

う
が
心
に
も
体
に
も
良
い
の
で

す
。
笑
い
で
病
気
が
治
る
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
従

事
者
に
は
患
者
さ
ん
を
笑
わ
せ

る
能
力
も
要
求
さ
れ
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
医
学
生
や
看

護
学
生
等
は
吉
本
興
業
に
行
っ

て
「
笑
い
」
の
修
行
を
す
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
昔
、「
男
は
三
年
片
頬
」

（
三
年
に
一
回
く
ら
い
ニ
ヤ
ッ

と
す
る
程
度
で
十
分
と
い
う

意
）
と
言
っ
て
、
む
や
み
に
笑

顔
を
見
せ
る
べ
き
で
な
い
と
教

え
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
忘
れ
て
い
っ
ぱ
い
笑

っ
て
健
康
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

笑
い
と
健
康　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
11
〉

　

２
月
16
日
か
ら
所
得
税
の
確
定

申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
介
護
保
険
制
度
で
認

め
ら
れ
て
い
る
医
療
費
控
除
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

医
療
費
控
除
と
は
…

　

所
得
額
の
一
定
割
合
以
上
の
医

療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
額

を
所
得
か
ら
差
し
引
く
税
法
上
の

制
度
の
こ
と
で
す
。

 
対
象
と
な
る
経
費
は
…

　

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に

よ
っ
て
、
対
象
や
条
件
が
異
な
り

ま
す
。
申
告
に
際
し
て
は
領
収
証

の
添
付
が
必
要
で
す
。

●
施
設
サ
ー
ビ
ス

①
老
人
保
健
施
設

②
介
護
療
養
型
病
床
群

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

本
人
が
負
担
し
た
１
割
相
当
の

利
用
料
と
、
食
費
及
び
居
住
費
に

係
る
自
己
負
担
額
が
対
象
と
な
り

ま
す
（
た
だ
し
③
に
お
い
て
は
、

そ
の
半
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
）。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
医
療
系
）

①
訪
問
看
護

②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

③
居
宅
療
養
管
理
指
導

④
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

⑤
短
期
入
所
療
養
介
護

　

本
人
が
負
担
し
た
１
割
相
当
の

利
用
料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
系
）

⑥
訪
問
介
護

⑦
訪
問
入
浴
介
護

⑧
通
所
介
護

⑨
短
期
入
所
生
活
介
護

　

次
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
１
割

相
当
の
利
用
料
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

イ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
利
用

　

で
あ
る
こ
と

ロ
、
①
〜
⑤
の
医
療
系
の
サ
ー
ビ

　

ス
い
ず
れ
か
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

　

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

　

又
は
老
人
保
健
・
医
療
保
険
の

　

訪
問
看
護
を
使
用
し
て
い
る
こ

　

と
※
⑤
、
⑨
に
つ
い
て
は
、
食
費
及

　

び
滞
在
費
に
係
る
自
己
負
担
額

　

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

  
申
告
の
対
象
者

  

医
療
費
控
除
は
、
所
得
税
や
住

民
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
（
納
税
義
務
者
）
が
、
本
人
及

び
生
計
を
同
じ
く
す
る
配
偶
者
等

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
そ

の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
所
得

額
が
一
定
の
水
準
に
満
た
な
い
人

や
平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
少
な
い
人
は
、
申
告
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

介
護
保
険
に
関
す
る
他
の
控
除

　

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
人
の
お
む
つ
代
も
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
場
合
は
、
申
告
の
際
、

医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
と
領
収
証
が
必
要
で
す
。

　

２
年
目
以
降
は
、
要
介
護
認
定

に
お
け
る
「
主
治
医
意
見
書
」
等

で
寝
た
き
り
で
あ
る
こ
と
等
の
内

容
確
認
が
で
き
れ
ば
使
用
証
明
書

を
提
示
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
介
護

保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
２
６
）

　

保
険
課
介
護
係

　
（
内
１
３
２
・
１
３
８
）
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みんなの
　　ひろば

平成17年2月生まれ

　お子さんの写真を
　　　　募集します！
　広報たけたでは、広報発行月（平成
18年 3月）に 1歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を掲載します。
　掲載を希望する方は、誕生日の前月
の 10日までに、写真を企画情報課ま
でお送りください。

 皆様の温かいご協力
　　　ありがとうございました。
　チャリティーバザー益金・歳末助け合いチャリ
ティーショー益金・歳末助け合い共同募金を年末
に見舞金として介護を必要とする高齢者の方々・
在宅重度心身障害者の方々・生活困難な世帯及び
福祉団体に配分しました。
　　　　　　　　　歳末助け合い募金配分委員会

 

戦
没
者
等
の
妻
の
皆
様
へ

　

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
請
求
期
限
で
あ
る
３

月
31
日
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
15

年
４
月
１
日
現
在
、
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
等
又
は
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
戦
没

者
等
の
妻
で
あ
る
方
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
管
理

係
（
☎
63‒

４
８
１
１
）
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

区分 内　　　　　　訳 金　　額
チャリティーバザー益金 660,645 円
歳末助け合いチャリティーショー益金 1,729,998 円
歳末助け合い共同募金（事業所・団体・個人） 203,978 円
預金利子 10円
　　　　　　　　　　　合　計 2,594,631 円
個人配分金（435 人） 2,175,000 円
福祉団体配分金（7団体） 419,631 円
　　　　　　　　　　　合　計 2,594,631 円

収　
　
　

入

支
出



図書館
から

2月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）
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竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
夜市　　　　　　　　　　　　　　　恒川　光太郎
最後の恋　　　　　　　　　　　　阿川　佐和子他
神の手（上・下）　　　　パトリシア・コーンウェル
いのちの哲学詩　　　　　　　　　　日野原　重明
国家の品格　　　　　　　　　　　　　藤原　正彦
犬たちへの詫び状　　　　　　　　　　佐藤　愛子
子育てハッピーアドバイス　　　　　　明橋　大二
〔子どもの本〕
じどうしゃくるるん　　　　　　　まつい　のりこ
わらうおばけザクロ　　　　　　　　　小暮　正夫
ブンダバー⑨　　　　　　　　　　くぼしま　りお
ティーン・パワーをよろしく⑥ 　　エミリー・ロッダ
ふとっちょねこ　　　　　　　　ジャック・ケント
　　　　　　　　　　　ほか、120 冊購入しました。

１
日　

４
日　

６
日　

　

11
日　

竹田市立図書館の休館日
は、6・13・20・24・27
日です。

 「おはなしルーム」
日時　2月 1日㈬
　　　13：30～ 14：10
会場　竹田幼稚園

 「おはなし広場」
日時　2月 22日㈬
　　　10：30～
会場　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「『父・三角寛』サンカ小説の素顔」
　　　　　　　 三浦寛子（現代書館）

　竹田で生まれた山
窩研究家三角寛。そ
の娘が語る父の人
生。
　朝日新聞記者を経
て作家となり、その
後人生坐、文芸坐の
映画館を創設する

等反乱万丈の人生を送った三角寛
の原点には故郷竹田があるのでは？

「キツネのかぎやシリーズ」
　　　　　　三田村信行（あかね書房）
　かぎのことならキツ
ネのかぎやへ！
　どこでも行きます、
すばやく行きます！
「ゆうれいのつぼ」
「地獄のえんま帳」
「吸血鬼のかんおけ」
「透明人間のわな」
4冊がキミを待って
いるよ！

11
日　

　

14
日　

　

15
日　

　

20
日　

　

28
日　

　

平
成
17
年
国
勢
調
査
結
果
速
報

　
　
（
平
成
17
年
12
月
27
日
公
表
）

　

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
10
月

１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た
国
勢
調

査
の
速
報
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

竹
田
市
の
総
人
口
は
２
６
、５
３
２

人
で
、
前
回
調
査
時
（
平
成
12
年
）

と
比
べ
２
、１
５
７
人
（
７・５
％
）
減

少
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
速
報
値
は
本
年
６

月
以
降
に
総
務
省
統
計
局
が
公
表

す
る
、「
調
査
票
」
を
も
と
に
全

数
集
計
さ
れ
る
確
定
値
と
は
一
致

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

竹田市 平成17年 平成12年 増　減 増減率
（％）

人　口
総　数 26,532 28,689 △ 2,157 △ 7.5

男 12,416 13,501 △ 1,085 △ 8.0

女 14,116 15,188 △ 1,072 △ 7.1

世帯数 10,013 10,225 △ 212 △ 2.1

↑竹田市全体の人口表

地域別 平成17年 平成12年 増　減 増減率
（％）

竹　田 16,160 17,489 △ 1,329 △ 7.6

荻 3,296 3,584 △ 288 △ 8.0

久　住 4,541 4,725 △ 184 △ 3.9

直　入 2,535 2,891 △ 356 △ 12.3

↑旧1市3町区分の人口表
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■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 17年 12月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前月比 )
人　口　27,623 人　 ( － 42 人 )
　男性　12,947 人　 ( － 17 人 )
　女性　14,676 人　 ( － 25 人 )
世帯数　10,762世帯   (－17世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第11回

　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
日
の
当
た

る
山
地
の
半
陰
地
に
生
育
す
る
高

さ
１
㍍
ほ
ど
の
雌し

ゆ
う雄

異
株
の
有
毒

落
葉
小
低
木
で
す
。
樹
皮
は
赤
み

を
帯
び
た
茶
褐
色
で
、
手
で
は
切

れ
な
い
ほ
ど
強き

ょ
う
じ
ん靭

で
、
昔
は
和
紙

の
原
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

互
生
で
全ぜ

ん
え
ん縁
の
葉
は
、
倒
卵
形

で
質
は
う
す
く
や
わ
ら
か
で
、
普

通
枝
先
に
集
ま
っ
て
つ
き
ま
す
。

葉
の
大
き
さ
は
長
さ
８
㌢
、
幅
が

３
㌢
ほ
ど
で
す
。
秋
に
若
い
芽
を

つ
け
冬
を
越
し
、
翌
年
の
夏
に
落

葉
す
る
特
徴
が
あ
り
、
ナ
ツ
ボ
ウ

ズ
の
別
名
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

夏
に
は
径
８
㍉
ほ
ど
の
楕
円
形
で

赤
熟
す
る
実
を
つ
け
ま
す
。

　

ま
だ
寒
い
早
春
の
頃
、
花
弁
の

な
い
萼が

く

が
長
い
筒
状
に
な
っ
て
先

が
４
裂
す
る
径
２
㌢
ほ
ど
の
黄
緑

色
の
厚
ぼ
っ
た
い
花
を
枝
の
上
部

の
葉よ

う
え
き腋

に
数
個
咲
か
せ
ま
す
（
写

真
は
雄
花
）。
樹
皮
が
強
く
「
鬼
で

も
縛
れ
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
鬼お

に

縛し
ば

り
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
非
常
に
少
な
い
植

物
で
市
北
部
・
東
部
の
標
高
が

５
０
０
㍍
前
後
の
林
内
で
稀ま

れ

に
分

布
し
観
察
さ
れ
ま
す
。

　

花
期
は
２
月
か
ら
４
月
で
す
。

阿孫　久見

オニシバリ（ジンチョウゲ科）

 大分合同新聞創刊120周年記念

春季県体・第48回県内一周大分合同駅伝競走大会
竹
田
市
選
手
団
に
、

　

あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
！

開催期日　2月20日㈪～2月24日㈮、全5日間
距離・区間　400.0㌔、全38区間
21日㈫14時頃竹田入り、
　22日㈬8時竹田市役所前出発！
【1日目・2/20 ㈪】　〔大分～佐伯　78.1 ㌔　8区間〕
　大分～高城～坂ノ市～佐賀関～佐志生～臼杵
　津久見青江～千怒～上浦～佐伯
【2日目・2/21 ㈫】　〔佐伯～竹田　48.9 ㌔　5区間〕
　佐伯～弥生　野津～南野津～三重～緒方～竹田
【3日目・2/22 ㈬】　〔竹田～日田　95.5 ㌔　9区間〕
　竹田～久住～直入　挾間～庄内～湯平～湯布院
　九重～玖珠～矢野釣～天瀬～日田
【4日目・2/23 ㈭】　〔日田～豊後高田　82.1 ㌔　7区間〕
　日田～小河内～耶馬渓～本耶馬渓～中津
　安心院～院内～宇佐～豊後高田
【5日目・2/24 ㈮】　〔豊後高田～大分　95.4 ㌔　9区間〕
　豊後高田～真玉～香々地～国見
　富来～国東～安岐～杵築～日出～別府～大分
主催　大分県、大分県教育委員会、㈶大分県体育協会、大分県内各市、
　　　大分県内各市町村、大分陸上競技協会、大分合同新聞社

↑昨年旧竹田市での応援

↑昨年旧直入町での応援

◇
昨
年
12
月
、
大
雪
が
降
っ
た
次

の
日
に
、
は
じ
め
て
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
購
入
し
ま
し
た
。
冬

の
初
め
に
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
で

大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
某
交
差
点
で
ス
ピ
ン
し
た
り
、

撮
影
で
山
地
に
出
か
け
る
機
会
も

多
く
な
り
、
雪
が
降
る
た
び
に
チ

ェ
ー
ン
を
巻
く
の
は
腰
に
優
し
く

な
い
と
思
い
直
し
た
の
で
す
。
購

入
し
た
翌
日
、
さ
っ
そ
く
あ
ざ

み
台
ま
で
撮
影
に
出
か
け
ま
し
た

が
、
雪
で
真
っ
白
な
路
面
も
す
い

す
い
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。
も
っ

と
早
く
購
入
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
か
な
？
（
今
月
の
表
紙
は
、
彦

山
神
社
〔
宮
城
〕
の
ど
ん
ど
焼
き

で
す
）　　
　
　
　
　
　

（
吉
野
）
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

２
階
展
示
室
Ａ
常
設
展
示

「
竹
田
市
の
歴
史
・
文
化
の
資
料
展
示
」

　

岡
藩
・
中
川
氏
関
係
資
料
、
瀧
廉
太
郎
等
郷

土
の
先
哲
資
料
等
を
紹
介
し
ま
す
。

２
階
展
示
室
Ｂ

「
生
活
の
中
の
文
人
画
②　

花
鳥
風
月
Ⅰ
」

　

２
月
23
日
㈭
ま
で

「
生
活
の
中
の
文
人
画
③　

花
鳥
風
月
Ⅱ
」

　

２
月
24
日
㈮
〜
３
月
23
日
㈭

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
ふ
る
さ
と
の
自
然
史
・
展
示
会
」

　

２
月
15
日
㈬
ま
で

　

竹
田
市
の
自
然
愛
好
家
の
日
頃
の
成
果
を
展

示
し
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
再
確
認
し
ま
す
。

「
第
７
回
岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展
」

　

２
月
18
日
㈯
〜
３
月
21
日
㈫

　

享
保
雛
、
大
正
雛
、
昭
和
初
期
の
雛
人
形
と

五
月
飾
の
武
者
人
形
等
を
展
示
し
ま
す
。

※
２
月
16
、
17
日
は
休
館
し
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
と
水
琴
館
の
通
常
の
休
館
日
は

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）
と

祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

第
８
回
岡
藩
城
下
町
雛
祭
り

期
間　

２
月
10
日
㈮
〜
３
月
21
日
㈫

主
催　

竹
田
市
観
光
協
会

会
場　

竹
田
市
城
下
町
界
隈

　

竹
灯
籠
に
和
紙
で
作
っ
た
雛
を
飾
る「
竹
雛
」

２
、０
０
０
体
、
商
家
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
雛

人
形
（
享
保
雛
・
大
正
雛
等
）、
孟
宗
竹
を
く

り
抜
い
て
作
っ
た
「
竹
人
形
」
雛
等
を
展
示
し

ま
す
。

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

２
月
10
日
㈮　

10
時
〜

　

竹
田
創
生
館
（
殿
町
）
で
幼
稚
園
児
に
よ
る

合
唱
の
後
、
空
舗
広
場
（
中
央
町
）
で
花
餅
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

・
ひ
い
な
あ
そ
び

　

３
月
５
日
㈰　

13
時
〜
15
時

　

古
町
商
店
街
で
昔
の
遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

・
流
し
雛

　

３
月
21
日
㈫　

14
時
〜

　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
の
稲
葉
川
河
川
敷
で
行

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63‒

２
６
３
８　

℻
63‒

２
８
６
１

 

第
８
回
岡
藩
城
下
町
雛
祭
り
協
賛
事
業

 

「
第
２
回
商
店
街
軒
先
（
吊
り
下
げ
）     

　
竹
・
オ
ブ
ジ
ェ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

第
８
回
岡
藩
城
下
町
雛
祭
り
に
協
賛
し
て
、

よ
り
広
範
囲
の
交
流
人
口
を
見
込
み
商
店
街
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
商
店
街
自
前
企
画
と
し

て
、
商
店
の
軒
先
に
飾
れ
る
竹
製
の
オ
ブ
ジ
ェ

を
広
く
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格　

竹
に
興
味
の
あ
る
人

作
品
寸
法　

奥
行
き
50
㌢
、
幅
60
〜
70
㌢
、
高

　

さ
１
㍍
に
収
ま
る
こ
と

作
品
内
容　

竹
を
利
用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
で
、
商

　

店
の
軒
先
に
吊
り
下
げ
ら
れ
る
も
の
。
雛
祭

　

り
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
が
望
ま
し
い
。

作
品
材
料　

竹
（
種
類
は
問
わ
ず
）・
紐
・
針
金
・

　

接
着
剤
等
の
作
品
に
必
要
な
材
料
、
雛
祭
り

　

に
ふ
さ
わ
し
い
装
飾
材
料

応
募
〆
切　

２
月
16
日
㈭

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
み
後
、
竹
田
市
商

　

店
街
連
合
会
事
務
所
（
清
和
館
）
ま
で
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。
※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

審
査　
　
　

２
月
17
日
㈮

審
査
発
表　

３
月
４
日
㈯

　

上
位
３
位
ま
で
表
彰
し
、
賞
品
を
進
呈
し
ま

　

す
。
受
賞
者
に
は
、
電
話
又
は
郵
送
に
て
連

　

絡
い
た
し
ま
す
。

展
示
期
間　

３
月
21
日
㈫
ま
で

展
示
場
所

　

竹
田
市
中
央
商
店
街
・
古
町
商
店
街
の
店
頭

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
商
店
街
連
合
会

　

☎
62‒

３
１
３
９　

℻
63‒

３
８
６
０

　

８
時
30
分
〜
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

  

第 
回
久
住
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
ズ

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

２
月
18
日
㈯

　
　
　

17
時
30
分
開
場　

18
時
開
演

会
場　

久
住
中
央
公
民
館

　
　
　
（
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

７
０
０
円　

※
当
日
８
０
０
円

主
催　

久
住
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
ズ

　

久
住
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
ズ
は
、
竹
田
市
内

在
住
の
音
楽
愛
好
者
20
人
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
グ

ル
ー
プ
で
す
。
毎
年
２
月
に
定
期
演
奏
会
（
バ

レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
）
を
開
催
し
、
今
年

で
15
回
を
数
え
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

久
住
中
央
公
民
館

　

☎
76‒

０
７
１
７

15
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募　

集

竹
田
市
臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
18
年
度
の
臨
時
職
員
及

び
非
常
勤
嘱
託
員
の
採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
登

録
者
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

登
録
は
当
該
年
度
末（
平
成
19
年
３
月
31
日
）

ま
で
有
効
で
、
臨
時
職
員
等
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
等
に
よ
り
選

考
し
決
定
い
た
し
ま
す
。

募
集
職
種　

別
表
の
と
お
り

勤
務
場
所　

本
庁
・
各
総
合
支
所
・
そ
の
他
施

　

設
（
学
校
・
給
食
調
理
場
・
保
育
所
等
）

年
齢
制
限　

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
人

登
録
方
法　

所
定
の
履
歴
書
（
総
務
課
及
び
各

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

　

す
）
に
写
真
を
添
付
し
、
総
務
課
及
び
各
総

　

合
支
所
地
域
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
か
ら
の
任
用
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月

　

10
日
㈮
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
学
芸
員
は
、
２
月
20
日
㈪
ま
で
に
提
出
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

※
履
歴
書
は
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
受
付
時
間
等
、
詳
し
く
は
広
報
た
け
た
平
成

　

18
年
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
企
画
部
総
務
課
職
員
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
２
１
６
・
２
１
７
）

　

教
育
委
員
会
総
務
課　
（
内
線
３
１
５
）

　

竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp/

竹
田
市
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場

物
資
納
入
業
者

　

竹
田
市
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
、

平
成
18
年
度
学
校
給
食
用
の
野
菜
・
椎
茸
・
果

物
・
農
産
物
加
工
品
・
精
肉
・
鮮
魚
等
の
物
資

納
入
業
者
（
生
産
者
含
む
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

納
入
希
望
業
者
は
、
竹
田
市
竹
田
学
校
給

食
共
同
調
理
場
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
指
名
願

（
竹
田
市
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
指
定
の

も
の
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
給
食
物
資
の
納
入
に
は
、
一
定
の
基
準
規
格

　

等
が
必
要
で
す
。

受
付
期
限　

２
月
21
日
㈫

●
お
問
い
合
せ
・
提
出
先

　

竹
田
市
竹
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

竹
田
市
大
字
竹
田
１
０
７
３
番
地

　

☎
63
─１
１
７
０　

℻
63
─１
１
９
２

デ
ィ
ケ
イ
タ
、メ
ン
フ
ィ
ス
渡
航
民
間
大
使

　

ザ
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ス
大
分
で

は
、
旧
竹
田
市
で
２
０
０
１
年
に
開
催
さ
れ
た

岡
城
桜
祭
り
の
パ
レ
ー
ド
に
国
際
交
流
の
一
環

と
し
て
参
加
さ
れ
た
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
デ
ィ

ケ
イ
タ
市
を
訪
問
す
る
渡
航
民
間
大
使
を
募
集

し
ま
す
。

日　

時　

７
月
24
日
㈪
〜
８
月
８
日
㈫

訪
問
地　

デ
ィ
ケ
イ
タ
高
校（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
）・

　

メ
ン
フ
ィ
ス
（
テ
ネ
シ
ー
州
）

募
集
人
数　

25
名
（
先
着
順
）

※
２
０
０
１
年
に
ホ
ス
ト
を
さ
れ
た
方
、
若
い

　

世
代
の
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

渡
航
費
用　

約
２
５
７
、０
０
０
円
程
度

※
航
空
運
賃
、
空
港
税
、
航
空
保
険
料
、
海
外

　

旅
行
傷
害
保
険
及
び
現
地
交
換
費
用
等
。

滞
在
中
の
主
な
計
画　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

　

デ
ィ
ケ
イ
タ
高
校
と
の
交
流
、
キ
ン
グ
牧
師

　

記
念
館
、ア
ト
ラ
ン
タ
市
内（
南
北
戦
争
跡
）、

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
放
送
局
研
修
等

※
滞
在
中
の
活
動
に
つ
い
て
希
望
す
る
活
動
が

　

あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ス
の

　

会
員
、
２
０
０
０
年
デ
ィ
ケ
イ
タ
高
校
受
け

　

入
れ
家
庭
、
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方

申
込
〆
切　

３
月
31
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

ザ
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

　

プ
・
フ
ォ
ー
ス
大
分
事
務
局

　

☎
62
─４
５
５
２　

℻
63
─０
５
０
３

　

Ｅ
メ
ー
ル　

ynkm
x154@

crux.ocn.ne.jp

春
休
み
国
内
交
流
事
業

30
周
年
記
念
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

　

文
部
科
学
省
所
管
の
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
今
年
30
周
年
を
迎
え
た
「
ち
び
っ
こ

探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
全
国
か
ら

募
集
し
ま
す
。

　

南
の
島
、
与
論
島
の
美
し
い
自
然
の
中
で
仲

間
と
助
け
合
う
楽
し
さ
を
知
り
、
在
日
外
国
人

小
学
生
と
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
で
国
際
感

覚
を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま
せ
ん
か
？

期
間　

３
月
28
日
㈫
〜
４
月
４
日
㈫

※
九
州
地
区
は
、
３
月
29
日
㈬
出
発

場
所　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員　

小
学
２
〜
６
年
生
４
０
０
人

〆
切　

３
月
７
日
㈫　

※
先
着
順

説
明
会
日
時
・
会
場　

２
月
26
日
㈰

　

15
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

深
見
ビ
ル
会
議
室

　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
４
─14
─１
）　

　

☎
０
９
２
─４
１
１
─４
８
６
０

●
資
料
請
求
・
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
６
０
─０
０
０
４　

東
京
都
新
宿
区
四

　

谷
２
─11　

大
村
ビ
ル
３
階

　

☎
０
３
─３
３
５
９
─８
４
２
１

　

℻
０
３
─３
３
５
４
─２
２
０
７

　

U
RL　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

  

生
活
情
報

訪
問
販
売

　
「
宅
急
便
で
ー
す
！
」
と
聞
く
と
、
疑
い
も

２
月
の
お
し
ら
せ

職　　　種 備　　　　　考
一般事務 パソコンを使用する業務有

労 務 員 一般事務以外の業務
（調理員・作業員等）

保 育 士 資格必要
看護師又は保健師 資格必要
図書司書 資格必要
臨時講師（小学校） 資格必要
臨時教諭（幼稚園） 資格必要
学 芸 員 資格必要

社会教育指導員 スポーツレクリェーション指導業務
社会教育事業指導業務
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な
く
ド
ア
を
開
け
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
は
、
一
人
暮
ら
し
や

留
守
番
の
時
を
狙
っ
て
突
然
訪
問
し
、
高
額
な

商
品
を
売
り
つ
け
ま
す
。
電
話
会
社
や
消
防
署

等
を
装
っ
た
り
、
無
料
点
検
、
無
料
贈
呈
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
餌
に
商
品
の
購
入
を
長
時
間
し
つ

こ
く
勧
め
て
き
ま
す
。

　

簡
単
に
ド
ア
を
開
け
ず
、
用
件
や
身
分
証
明

を
慎
重
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
販
売
員
は
会
社

名
や
商
品
の
種
類
等
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
服
装
や
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
契
約
は
慎
重
に
。

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63
─４
８
０
７

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
ご
注
意

　

大
手
金
融
機
関
等
を
装
っ
て
、「
お
金
を
貸

し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
（
Ｄ
Ｍ
）
や
携
帯
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、
保

証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
新

手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

と
い
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

「
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条
」

１
、「
お
金
貸
し
ま
す
」
と
の
Ｄ
Ｍ
や
携
帯
メ
ー

　

ル
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
融
資
前
に
様
々
な
口
実
で
お
金
を
振
り
込

　

ま
せ
よ
う
と
す
る
手
口
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
、「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と
感

　

じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
左
記
に
問
い
合
わ
せ

　

て
み
ま
し
ょ
う
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
３
─５
３
２
０
─４
７
７
５

　
（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

　

平
日
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

  

相　

談

「
く
ら
し
の
安
心
相
談
員
」
に
よ
る

消
費
生
活
相
談
日

　

増
加
す
る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
、
ま
た
、
よ
り
一
般
消
費
者
に
近
い
立
場

で
相
談
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
く
ら
し
の
安
心

相
談
員
」に
よ
る
消
費
生
活
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
23
日
㈭　

13
時
〜
16
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

　
　
　

荻
・
久
住
・
直
入
総
合
支
所

内
容　

訪
問
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
等
の
消
費

　

者
相
談

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63
─４
８
０
７

自
動
車
保
険
相
談
セ
ン
タ
ー

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
が
設
置
す
る
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
通
事
故
に

関
す
る
保
険
や
保
障
等
の
相
談
を
、
公
正
中
立

な
立
場
か
ら
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

相
談
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
12
時　

13
時
〜
17
時

※
弁
護
士
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

13
時
〜
16
時
（
要
予
約
）

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

大
分
市
都
町
１
丁
目　

住
友
生
命
ビ
ル
６
階

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─５
０
４
３

入
国
・
在
留
・
国
籍
手
続
無
料
相
談
会

　

大
分
出
入
国
事
務
取
扱
協
議
会
で
は
、１
、５

月
を
除
く
毎
月
第
１
日
曜
日
13
時
〜
16
時
の

間
、
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
に
て
「
入
国
・

在
留
・
国
籍
手
続
無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
国
際
結
婚
、
日
本
国
籍
取
得
、
外
国

人
雇
用
等
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
行
政
書
士

や
社
会
保
険
労
務
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
程　

２
月
５
日
㈰
・
３
月
５
日
㈰
・
４
月
２

　

日
㈰

※
英
語
・
中
国
語
の
通
訳
が
い
ま
す
。

※
電
話
で
の
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ　

社
会
保
険
労
務
士
西
村
慶
治

　

事
務
所　

☎
０
９
７
─５
３
４
─４
５
６
８

  

案　

内

ケ
ー
タ
イ
植
物
図
鑑「
は
な
せ
ん
せ
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栽
培
植
物
分
類
名
称
研
究
所
が

運
営
す
る「
は
な
せ
ん
せ
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
は
な
せ
ん
せ
」
は
、
緑
花
関
連
31
団
体
が
後

援
す
る
日
本
初
の
ケ
ー
タ
イ
植
物
図
鑑
の
サ

イ
ト
で
す
。
簡
単
な
利
用
登
録
を
す
る
と
、
約

２
万
種
類
搭
載
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
写
真
や

解
説
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
を
無
料
で
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

U
RL　

http://w
w
w
.aboc.co.jp/m

obile

　
　
　
　
　
　
　
　

↑
携
帯
電
話
で
読
み
込
ん
で
み
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
と
る
ソ
フ
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
で
す
。

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

　

大
分
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
の
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
」
月
間
に
ち
な
ん
で
、

会
員
の
司
法
書
士
が
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
こ
の

機
会
に
、
放
置
し
て
い
る
相
続
登
記
が
な
い
か

点
検
と
確
認
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

相
談
期
間　

２
月
１
日
〜
28
日

　

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
祭
日
は
休
業

相
談
窓
口　

各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
内
容　

遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分
等
、

　

相
続
に
ま
つ
わ
る
問
題
と
登
記
手
続
き

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７
─５
３
２
─７
５
７
９

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
で
す

平
成
17
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
入
選
作

品
（
平
成
17
年
11
月
２
日
決
定
）

理
事
長
賞

　

世
代
越
え　

心
に
願
う
は　

四し

ま島
返
還

優
秀
賞

　

新
し
き　

時
代
を
拓
く　

四し

ま島
返
還

　

強
い
意
志　

束
ね
て
返
還　

北
方
領
土

　

平
和
へ
と　

続
く
架
け
橋　

四し

ま島
返
還

　

揺
る
ぎ
な
い　

主
張
と
対
話
で　

四し

ま島
返
還

●
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会

  

試　

験

平
成
18
年
度
大
分
県
立
聾
学
校
高
等
部

募
集
学
科
及
び
定
員

本　

科　

産
業
工
芸
科
８
名
、
被
服
科
８
名
、

　

理
容
科
８
名

専
攻
科　

工
芸
科
８
名
、
被
服
科
８
名
、
理
容

　

科
８
名

試
験
日

　

前
期　

３
月
１
日

　

後
期　

３
月
16
日

募
集
期
間

　

前
期　

２
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮

　

後
期　

３
月
13
日
㈪
〜
15
日
㈬

応
募
資
格　

聴
覚
に
障
害
を
有
す
る
者

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
立
聾
学
校

　

〒
８
７
０
─０
８
２
３

　

大
分
市
東
大
道
２
─５
─12

　

☎
０
９
７
─５
４
３
─２
０
４
７

　

℻
０
９
７
─５
４
６
─２
１
１
１
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イ
ベ
ン
ト

人
権
講
演
会

「
〜
一
人
芝
居
先
生
が
行
く
〜

　

子
育
て
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
」

日
時　

２
月
６
日
㈪　

14
時
〜

会
場　

福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室
（
荻
）

講
師　

福
永
宅
司

●
お
問
い
合
せ　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
68‒

２
２
１
３

　

荻
中
央
公
民
館　

☎
68‒

２
０
２
５

お
お
い
た
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

２
月
７
日
㈫

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
）

テ
ー
マ

　
「
み
ん
な
で
つ
く
る
子
育
て
応
援
社
会
」

内
容　

基
調
講
演
：
大
日
向
雅
美
（
恵
泉
女
学

　

園
大
学
大
学
院
教
授
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
次
世
代
育
成
支
援
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
７
１
１
）

第
11
回
「
岡
の
里
文
人
講
座
」

宗
像
健
一
先
生
と
行
く
美
術
館
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

　

田
能
村
竹
田
の
弟
子
で
若
く
し
て
亡
く
な
っ

た
「
高
橋
草
坪
」
の
故
郷
、
杵
築
市
を
訪
ね
ま

す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
15
日
㈬　

 

16
時
15
分
ま
で

　

８
時
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
集
合

行
程　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
↓
犬
飼
↓
杵
築

　

城
下
町
散
策
↓
大
分
市
美
術
館
↓
竹
田

定
員　

45
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切

申
込
〆
切　

２
月
７
日
㈫

会
費　

５
、０
０
０
円
（
入
館
料
、
昼
食
代
込
）

主
催　

㈶
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
・
岡
の
里
事
業

　

実
行
委
員
会
・
南
画
の
里
づ
く
り
を
す
す
め

　

る
会

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

事
務
局　

渡
辺
龍
太
郎　

☎
63‒

２
４
２
１

ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
修
会

　

豊
か
な
資
源
を
持
つ
新
竹
田
市
の
観
光
振
興

の
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、
効
果
的
な
情
報
発

信
を
行
な
い
、
住
民
間
の
連
携
に
よ
る
本
物
の

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
で
あ
る
長
野
県
飯
田

市
南
信
州
観
光
公
社
の
高
橋
支
配
人
を
お
迎
え

し
、講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
な
い
ま
す
。

日
時　

２
月
27
日
㈪　

13
時
〜
16
時

会
場　

久
住
中
央
公
民
館

内
容　

講
演
：
高
橋
充
（
南
信
州
観
光
公
社
支

　

配
人
）『
こ
れ
か
ら
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
竹
田

　

市
へ
の
期
待
』、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
観
光
文
化
振
興
協
議
会
事
務
局
（
商
工

　

観
光
課
）　

☎
63‒

４
８
０
７

  

市　

政

竹
田
市
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す

　

竹
田
市
で
は
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
夢
と
希

望
を
持
て
る
合
併
後
最
初
の
総
合
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
素
案
を
基
に
各
地
区
の
地
域
審
議
会

に
諮
問
し
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
素
案
を
抜
粋
し
た
ち
ら
し
を
広
報

た
け
た
平
成
18
年
２
月
号
と
と
も
に
全
世
帯
に

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
計
画
素
案
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
次
の
場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

竹
田
地
域　

本
庁
企
画
情
報
課
、中
央
公
民
館
、

　

各
分
館

荻
地
域　

荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
中
央

　

公
民
館

久
住
地
域　

久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
中

　

央
・
都
野
・
白
丹
公
民
館

直
入
地
域　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
中

　

央
公
民
館

●
お
問
い
合
せ　

企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
・
２
２
２
）

  

国　

政

平
成
18
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
利
用
者
の
ご
意
見
や
要
望
を
幅
広
く
伺
い
、

今
後
の
電
気
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電

　

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
が
あ
る
満
20
歳
以

　

上
の
方
で
、
次
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能

　

な
方
。
た
だ
し
、
総
務
省
及
び
電
気
通
信
事

　

業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
並
び
に
そ
の
ご

　

家
族
を
除
き
ま
す
。

活
動
内
容

１
、総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
年

　

２
回
予
定
）
へ
の
回
答
。　

※
全
員

２
、
各
地
域
で
総
務
省
が
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー

　

会
議
（
年
１
回
予
定
）
へ
の
出
席
。

委
嘱
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

募
集
人
員　

九
州
管
内
で
１
３
０
人
予
定

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
又
は
電
子
メ
ー
ル
。
件
名

　

を
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項　

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
郵
便
番
号
、

　

住
所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

　

応
募
の
動
機

募
集
〆
切　

２
月
20
日
㈪　

※
消
印
有
効
。

　

電
子
メ
ー
ル
は
、
２
月
20
日
17
時
ま
で
。

そ
の
他　

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
平
成
18
年
３

　

月
末
ま
で
に
通
知
す
る
と
と
も
に
委
嘱
状
を

　

送
付
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

　

〒
８
６
０‒

８
７
９
５

　

熊
本
市
二
の
丸
１‒

４

　

☎
０
９
６‒

３
２
６‒

７
８
６
２

　

受
付
専
用
Ｅ
メ
ー
ル

　

m
onitor-kyusyu@

rbt.soum
u.go.jp

  

施　

設

竹
田
温
泉
花
水
月
の
営
業
時
間
と
定
休
日

　

竹
田
温
泉
花
水
月
の
営
業
時
間
が
、
２
月
１

日
か
ら
13
時
〜
21
時
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定

休
日
が
毎
週
木
曜
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
温
泉
花
水
月

　

☎
64‒

１
１
２
６

  

教　

育

大
学
奨
学
生
募
集

　

㈶
大
分
県
奨
学
会
で
は
、
平
成
18
年
度
大
学

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
奨
学
金

募
集
人
員　

１
年
生
約
１
２
０
人

貸
与
月
額　

国
公
立　

３
２
、０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　

私
立　
　

３
７
、０
０
０
円
〜

伊
藤
隼
・
マ
サ
代
・
孝
子
奨
学
金

募
集
人
員　

１
年
生
５
人
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貸
与
月
額　

国
公
立　

５
０
、０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　

私
立　
　

５
９
、０
０
０
円
〜

共
通
事
項

貸
与
期
間　

平
成
18
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学

　

校
の
正
規
の
最
短
修
行
期
間
と
す
る
。
た
だ

　

し
、
成
績
に
よ
る
見
直
し
を
行
う
。

出
願
〆
切　

４
月
20
日
㈭　

※
消
印
有
効

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
教
育
庁
高

　

校
教
育
課
内　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

〒
８
７
０‒

８
５
０
３

　

大
分
市
府
内
町
３‒

10‒

１

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
６
２
１
）

　

℻
０
９
７‒

５
３
３‒

７
４
８
４

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学

用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
医
療
費
等
の
一
部
を

援
助
す
る
就
学
援
助
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

認
定
要
件
は
、
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
お

い
て
、
①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止

又
は
廃
止
を
受
け
た
人
、
②
市
民
税
の
非
課
税

又
は
減
免
を
受
け
た
人
、
③
個
人
事
業
税
の
減

免
を
受
け
た
人
、
④
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定

で
生
活
状
態
が
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
人
等
で
す
。

※
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
、
２
月

　

17
日
㈮
ま
で
に
各
学
校
長
へ
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
63‒

４
８
１
６

  

道
路
交
通

「
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
」
移
転

　

大
分
県
運
転
免
許
試
験
場
（
大
分
市
賀
来
）

が
、
３
月
20
日
㈪
、「
大
分
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
大
分
市
松
岡
の
県
ス
ポ
ー
ツ

公
園
南
側
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
分
県
運
転
免
許
試
験
場
で
の

業
務
は
３
月
17
日
㈮
ま
で
、
ま
た
３
月
19
日
㈰

は
移
転
作
業
の
た
め
免
許
更
新
業
務
を
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

２
１
３
１

警
察
署
運
転
免
許
関
係
事
務
取
扱
時

間
が
変
わ
り
ま
す

　

警
察
署
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
る
運
転
免
許

関
係
事
務
（
免
許
更
新
等
）
の
取
扱
時
間
が
４

月
３
日
㈪
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

　
（
旧
）　

８
時
30
分
〜
18
時

　
（
新
）　

９
時
15
分
〜
18
時

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
警
察
署

　

☎
63‒

２
１
３
１

  

年　

金

　

年
金
の
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
は
、
遺

族
が
「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
に
年
金
証
書
と

死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
（
戸
籍

抄
本
や
死
亡
診
断
書
等
）
を
添
え
て
お
近
く
の

社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
遅
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
月
の
翌

月
以
降
の
年
金
を
受
け
取
っ
た
時
は
、
そ
の
分

を
後
日
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
は
年
金
の
受
給
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
月
の
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
年
金
が
あ
る
時
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
受
給
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族

が
「
未
支
給
年
金
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
未
支
給
年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
遺

族
は
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
の
順
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０‒

０
７‒

１
１
６
５

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）

  

保
健
衛
生

県
病
健
康
教
室

日　

時　

毎
月
第
３
火
曜
日　

13
時
〜
14
時

会　

場　

大
分
県
立
病
院
３
階
講
堂

受
講
料　

無
料

内　

容　
「
外
科
の
話
題
シ
リ
ー
ズ
」
全
４
回

　

第
１
回
「
が
ん
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
」

　

日
時　

２
月
21
日
㈫

　

講
師　

呼
吸
器
外
科
部
長　

赤
嶺
晋
治

　

第
２
回
「
末
梢
血
管
疾
患
に
つ
い
て
」

　

日
時　

３
月
14
日
㈫

　

講
師　

心
臓
血
管
外
科
医
師　

簗
取
誠

　

第
３
回
「
頭
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
」

　

日
時　

４
月
18
日
㈫

　

場
所　

が
ん
セ
ン
タ
ー
脳
神
経
科
部
長

　
　
　
　

是
松
幸
二
郎

　

第
４
回
「
脳
の
健
康
法
に
つ
い
て
」

　

日
時　

５
月
16
日
㈫

　

講
師　

脳
神
経
外
科
部
長　

吉
岡
進

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
病
院
総
務
課

　

☎
０
９
７‒

５
４
６‒
７
１
１
８

  

福　

祉

精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
精
神
保
健
福
祉

法
第
32
条
の
「
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
」

が
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
「
自
立
支

援
医
療
」
へ
と
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
す

で
に
支
給
認
定
（
患
者
票
の
交
付
）
を
受
け
て

い
る
人
は
、
み
な
し
認
定
手
続
き
を
と
り
、
新

し
く
「
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
通
院
先
の
医
療
機
関
ま
た
は
福
祉

事
務
所
障
害
福
祉
係
に
確
認
の
上
、
み
な
し
認

定
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
５
７
）

  

労　

働

雇
用
管
理
改
善
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

２
月
17
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

大
分
県
医
師
会
館
６
階

　
　
　
（
大
分
市
駄
原
２
８
２
９‒

１
）

主
催　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

後
援　

大
分
労
働
局

内
容　

仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
支
援
対
策
、パ

　

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
労
働
条
件
整
備
、
各

　

種
助
成
金
制
度
の
説
明

対
象
者　

事
業
主
、
職
業
家
庭
両
立
推
進
者
、

　

短
時
間
雇
用
管
理
者
、
人
事
労
務
担
当
者
等

参
加
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
３
８‒

７
７
５
５



たけたん情報 平成18年2月号 ❽

「
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
導
入
の

義
務
化
」
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
！

　
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
に
よ
り
、

65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て
い
る
事
業
主
は
、

平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
定
年
を
迎
え
る
労

働
者
に
対
し
、「
定
年
の
引
き
上
げ
」、「
継
続

雇
用
制
度
の
導
入
」、「
定
年
年
齢
の
定
め
の
廃

止
」
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

り
、
定
年
後
も
引
き
続
き
働
く
こ
と
を
希
望
す

る
す
べ
て
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
労
働
組
合
ま
た
は
労
働
者
の
代
表
と

事
業
主
と
の
間
の
真
摯
な
協
議
に
よ
り
、
雇
用

確
保
措
置
の
対
象
と
な
る
労
働
者
に
つ
い
て
、

労
使
協
定
書
等
の
書
面
で
基
準
を
定
め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

雇
用
確
保
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日　

　

…　

62
歳
ま
で
の
雇
用
義
務

平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日　

　

…　

63
歳
ま
で
の
雇
用
義
務

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日　

　

…　

64
歳
ま
で
の
雇
用
義
務

平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　

…　

65
歳
ま
で
の
雇
用
義
務

　

な
お
、
雇
用
確
保
年
齢
の
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
る
４
月
１
日
に
雇
用
し
て
い
る
労
働
者

は
、
１
つ
上
の
年
齢
ま
で
引
き
続
き
雇
用
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
労
働
局
職
業
対
策
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
５‒

２
０
９
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４‒

２
２‒

８
６
０

  

求　

人

◇
司
書
１
人
年
齢
不
問
11
・
６
万
◇
土
木
施
工

管
理
士
２
人
20
〜
35
才
18
〜
25
万
◇
測
量
土
木

設
計
１
人
30
〜
50
才
25
〜
40
万
◇
准
看
護
師
３

人
年
齢
不
問
16
・
６
〜
24
万
◇
正
・
准
看
護
師

３
人
年
齢
不
問
15
・
３
〜
18
・
３
万
◇
介
護
職

２
人
年
齢
不
問
14
・
３
〜
15
万
◇
事
務
員
１
人

20
〜
40
才
11
〜
15
・
４
万
◇
フ
ロ
ン
ト
係
２
人

18
〜
50
才
12
・
８
万
◇
接
客
係
２
人
20
〜
55
才

12
〜
20
万
◇
調
理
師
３
人
年
齢
不
問
15
〜
20
万

◇
調
理
員
２
人
年
齢
不
問
15
〜
25
万
◇
ホ
ー
ル

係
１
人
20
〜
40
才
15
〜
16
万
◇
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
１
人
年
齢
不
問
13
・
５
〜
15
・
５
万
◇
タ
ク

シ
ー
乗
務
員
２
人
年
齢
不
問
13
・
４
〜
22
万
◇

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
１
人
21
〜
50
才
13
〜
30
万
◇

塗
装
３
人
18
〜
55
才
19
・
２
〜
24
万
◇
電
線
・

加
工
組
立
２
人
18
〜
40
才
13
・
２
万
◇
清
掃
員

１
人
年
齢
不
問
11
〜
11
・
４
万
◇
清
掃
員
１
人

20
〜
60
才
13
・
４
〜
14
・
４
万
◇
土
木
作
業
員

２
人
年
齢
不
問
15
・
４
万
◇
土
木
作
業
員
３
人

年
齢
不
問
12
〜
16
・
８
万

　

面
接
で
事
業
所
や
会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方

は
、
必
ず
相
談
室
の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ

て
か
ら
、
面
接
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

 

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
平
成
18
年
１
月
号
11
頁
に
て
、

第
59
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会
団
体
３
位
を

「
竹
田
Ａ
」
チ
ー
ム
と
し
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
嫗
岳
」
チ
ー
ム
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

ご
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
ご
み
の
分

別
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
17
年
11
月
に
行
っ
た
ご
み
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
ご
意
見
・

ご
要
望
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
燃
え
る
ご
み
は
週
２
回
、

燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み
・
廃
プ
ラ
ご
み
は

月
２
回
の
収
集
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
に
多
く
、

平
成
18
年
４
月
よ
り
ご
み
の
収
集
日
を
「
燃
え

る
ご
み
週
２
回
、
燃
え
な
い
ご
み
・
資
源
ご
み
・

廃
プ
ラ
ご
み
月
２
回
」
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

　

主
な
ご
意
見
・
ご
質
問
に
回
答
し
ま
す
。

問　

ご
み
の
分
別
が
良
く
わ
か
ら
な
い
。

答　

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
連
絡
を
い
た
だ
け

　

れ
ば
、
自
治
会
単
位
で
説
明
に
伺
い
ま
す
。

問　

古
紙
類
の
集
積
場
所
を
、
ご
み
集
積
庫
に

　

し
て
ほ
し
い
。

答　

火
災
・
盗
難
・
風
雨
等
を
考
慮
し
て
現
在

　

協
議
中
で
す
。

問　

燃
え
る
ご
み
も
黄
色
の
袋
に
す
る
と
カ
ラ

　

ス
対
策
に
よ
い
の
で
は
。

答　

現
在
集
積
庫
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
の

　

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

事
業
所
や
家
庭
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
る
、

　

臭
く
て
こ
ま
る
。

答　

草
・
枯
葉
等
の
焚
き
火
程
度
は
良
い
で
す

　

が
、
家
庭
ご
み
（
ビ
ニ
ー
ル
・
発
泡
ス
チ
ロ

　

ー
ル
・
ト
レ
イ
・
古
着
・
オ
ム
ツ
等
）
等
は

　

燃
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
※
農
作
業
後

　

の
草
焼
き
等
は
竹
田
市
消
防
署
に
報
告
後
、

　

燃
や
し
て
く
だ
さ
い
。）

問　

不
法
投
棄
を
見
か
け
る
。

答　

も
し
、
現
場
を
見
か
け
た
ら
、
最
寄
り
の

　

警
察
署
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

問　

粗
大
ご
み
は
電
話
を
し
た
ら
い
つ
で
も
収

　

集
に
来
て
ほ
し
い
。

答　

平
成
18
年
度
は
現
行
の
ま
ま
で
行
い
ま
す
。

問　

買
い
物
で
袋
・
生
ご
み
等
が
多
く
出
る
。

答　

リ
サ
イ
ク
ル
・
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

　

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
を
推

　

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
補
助
金
を

　

利
用
し
、
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
（
１
基
に
つ
き
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
と

　

し
、
補
助
限
度
額
は
２
万
円
と
な
り
ま
す
）。

●
お
問
い
合
せ　

環
境
衛
生
課

　

☎
63‒

４
８
２
１

「
ご
み
収
集
日
程
表
」
は
３
月
中
に

各
家
庭
へ
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
え
る
ご
み
は
週
２
回
収
集
と
な
り

ま
す
の
で
、
燃
え
る
ご
み
袋
（
中
）
を
作
成
し

３
月
中
旬
よ
り
各
袋
販
売
店
で
販
売
し
ま
す（
販

売
価
格
：
10
枚
１
セ
ッ
ト
１
５
０
円
）。



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈬ ・生活習慣病予防週間（7日まで）　・おはなしルーム 13:30 ～ 14:10（竹田幼稚園）
・心の悩み無料相談会 10:00 ～ 20:00（竹田直入地方振興局会議室）

2 ㈭ ・竹田温泉花水月休館日

3 ㈮ ・節分　・竹田市子育て支援講演会 13:30 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）
・大分県立盲学校高等部前期出願期間（10日まで）

4 ㈯ ・竹田の家庭料理大集合 in 久住 10:00 ～ 13:00（久住中央公民館）

5 ㈰ ・2006 新春カラオケフェスタ 9:30 開場 10:00 開演（竹田市文化会館大ホール）　・第 17回豊肥地区解放文化祭 12:00 ～（豊後大野市解放会館）
・第 123 回入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）

6 ㈪ ・人権講演会「～一人芝居先生が行く～子育てに夢とロマンを」14:00 ～（荻福祉健康エリア多機能室）　・荻の里温泉休業日
・労働問題どんとこい相談週間（10日まで）

7 ㈫ ・北方領土の日

8 ㈬ ・公立幼稚園受付面接日（竹田・南部幼稚園）
・竹田高校「ようこそ先輩！」13:15 ～ 15:05（竹田高校体育館）

9 ㈭ ・公立幼稚園入園受付面接日（直入幼稚園）
・竹田温泉花水月休館日

10㈮ ・第 8回岡藩城下町雛祭り（3月 21日まで）オープニングセレモニー

11㈯ ・建国記念の日
・第 14回 B&G財団会長杯争奪直入少年柔道大会 9:30 開会（竹田市B&G直入海洋センター体育館）

12㈰ ・「雛人形と古布ちりめん細工コレクション」3月 21日まで（竹田市観交情報センター）

13㈪ ・荻の里温泉休業日
・大分県立聾学校高等部本科・専攻科前期募集期間（17日まで）

14㈫ ・バレンタインデー
・平成 18年度点訳・音訳講習会受講者募集〆切（大分県点字図書館）

15㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所）　・社会保険相談所 (年金相談 ) 10:00 ～ 15:00 （竹田市総合社会福祉センター）　・「あ祖母学舎」指定管理者募集〆切（教育委員会生涯学習課）
・第 11回岡の里文人講座「宗像健一先生と行く美術館めぐりツアー」8:00 竹田市立歴史資料館集合　・温泉館「御前湯」休館日　・ブックスタート（3,6,12 か月検診時）

竹田温泉花水月の営業時間が、2月
1日から13時～21時となります。



16㈭ ・第 2回商店街軒先（吊り下げ）竹・オブジェコンクール作品募集〆切（竹田市商店街連合会）　・平成 17年分所得税確定申告（3月 15日まで）
・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）　・竹田温泉花水月休館日

17㈮ ・雇用管理改善セミナー 13:30 ～ 16:00（大分県医師会館 6階〔大分市〕）　・就学援助制度相談〆切（各小中学校）
・青少年の日

18㈯ ・竹田歩こう会「北部散策」9:00 豊後竹田駅前集合　・グリーンエコーズバレンタインコンサート 17:30 開場 18:00 開演（くじゅうサンホール）　・宮砥地区市政
懇談会 10:00 ～ 12:00（宮砥分館）　・劇団四季のファミリーミュージカル「人間になりたがった猫」13:30 開場 14:00 開演（iichiko 総合文化センター〔大分市〕）

19㈰ ・家庭の日

20㈪ ・第 48回県内一周大分合同駅伝競走大会（24日まで）
・荻の里温泉休業日　・旅券の日

21㈫ ・県病健康教室「がんとの上手なつきあい方」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂〔大分市〕）
・第 48回県内一周大分合同駅伝競走大会竹田着 14:00 頃（竹田市役所前）

22㈬ ・第 48回県内一周大分合同駅伝競走大会竹田発 8:00 ～（竹田市役所前～久住～直入）
・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

23㈭ ・竹田市農業委員会委員選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（3月 9日まで／竹田市選挙管理委員会事務局）
・竹田温泉花水月休館日　・消費生活相談 13:00 ～ 16:00（本庁 1階会議室、荻・久住・直入総合支所）

24㈮ ・福祉人材面接会 13:00 ～（トキハ会館 5階「ローズの間」〔大分市〕）

25㈯ ・第 1回竹田市健康づくり推進大会 13:00 ～ 16:10（竹田市総合社会福祉センター）

26㈰
27㈪ ・スローツーリズム研修会『講演「これからのツーリズムと竹田市への期待」他』13:00 ～ 16:00（久住中央公民館）

・介護相談（保険課介護係）

28㈫ ・国民健康保険税 8期、介護保険料 8期納期限

特記事項
・その他 

・冬の省エネキャンペーン（3月 31日まで）　・「はたちの献血」キャンペーン（28日まで）　・相続登記はお済みですか月間（28日まで）
・北方領土返還運動全国強調月間　・省エネルギー月間
・平成 17年分の贈与税（2月1日～ 3月15日）、個人事業者の消費税及び地方消費税（1月～ 3月31日）の確定申告　・緑の募金（5月31日まで）
・竹田歩こう会「大山梅園見学」3 月 4 日㈯ 9:00 花水月前集合　・里山保全百年計画「竹工芸教室」毎週水曜日 9:00 ～ 16:00

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（7・14・21・28日）9:00 ～ 13:00
・法律相談（10日）13:00 ～ 16:00　※要予約

陽目の里名水茶屋は、3月中旬
まで休業します。

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100


